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奥
山
に
響
き
渡
る

木
挽
き
唄

10
月
15
日
㈪
に
矢
部
村
臼
ノ
払
地
区
で
行
わ
れ
た

「
風
神
祭
」
で
、
山
仕
事
の
際
に
歌
い
継
が
れ
て
き
た

「
山
師
音
頭
」
と
「
木
挽
き
唄
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
神
事
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
15
人
の
杣
人
に
よ

り
昔
の
山
仕
事
の
様
子
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。「
木
材

を
倒
し
き
ら
ん
な
ら
矢
部
の
男
で
は
な
い
」
と
言
わ

れ
た
ほ
ど
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
矢
部
村
。
90
歳
の
栗

原
一
郎
さ
ん
も
の
こ
ぎ
り
を
挽
き
な
が
ら
、
力
強
い

唄
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
は
15
ペ
ー
ジ
）

がんばろう八女イベント情報
11月11日㈰は市長選挙の投票日です　
郷土史サロン④　矢部川災害史　
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【今月の主な内容】
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ろう

八女 い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
、笠
原
は
元
気
で
す
！

７
月
14
日
未
明
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、
の
ど
か
な

山
村
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。立
ち
止
ま
っ

て
は
い
け
な
い
、
負
け
て
は
い
け
な
い
。
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
笠
原
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、
こ
れ
か
ら
の
笠
原
を
応
援
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
思
い
で
、
笠
原
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
女
を
元
気
に
！
復
興
支
援
に
繋
げ
よ

う
」
と
の
思
い
を
込
め
て
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
会
場
内
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま

す
。
星
野
・
黒
木
か
ら
も
出
店
予
定
。

◦
内
容
＝
【
17
日
㈯
】
10
時
～
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
／
太
鼓
の
演
奏
／
12
時
～
も
ち
な
げ
大

会
／
13
時
～
八
女
津
媛
神
社
浮
立
／
14
時

～
公
卿
唄
／
14
時
30
分
～
石
づ
き
／
15
時

～
宝
探
し
【
18
日
㈰
】
10
時
30
分
～
も
ち

な
げ
大
会
／
11
時
～
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
／
13

時
30
分
～
コ
カ
リ
ナ
演
奏
／
14
時
～
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
（
ダ
ニ
ー
馬
場
）
／
14

時
30
分
～
石
づ
き
／
15
時
～
宝
探
し

※
新
鮮
野
菜
・
加
工
品
の
販
売
、
バ
ザ
ー
な

ど
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
矢
部
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局（
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
）

☎
４
７・３
１
１
１

【タイムスケジュール】
9：00 ～開会セレモニー
9：15 ～子どもみこし、保育園ダンス、
人形浄瑠璃（笠原小）
10：00 ～ダニー馬場
10：30 ～大道芸人 Tetsuya　
11：00 ～風船飛ばし、Ka.PTA（バンド）
11：30 ～ナカジ
12：00 ～ニューチルドレンズダンス
12：30 ～三線バッターズ
13：00 ～スタジオ Color
14：00 ～えがおの森ボランティア
14：30 ～フラダンス
15：00 ～馬場姉妹
15：30 ～もちまき、閉会式

【食】だご汁／ヤマメ塩焼き／山太郎
蟹／やきとり／おでん／いもまんじゅう
／八女茶販売など

【その他】写真や動画の展示、絵や木
工等の体験ブースもあります。

【問い合わせ】笠原まつり実行委員会・
日野さん（☎０９０・４３４５・１５７１）

　八女・矢部村の「八女津媛神社」では、
もみじまつりを開催します。八女津媛神社

は知る人ぞ知るパワースポットとして人気があり、
樹齢 600 年の神木「権現杉」、八女津媛が顔
を洗ったとされる美人になる岩清水「媛しずく」、
など見所が満載です。フォトコンテストや青空市
場も行います。１年の中でも最も美しいこの時季、
八女津媛神社にぜひ、お越しください。
◦問い合わせ＝八媛もみじを楽しむ会・栗原さ
ん（☎４７・２０５４）

八
女
津
媛
神
社

も
み
じ
ま
つ
り

会
場
＝
八
女
津
媛
神
社

会
場
＝
矢
部
川
源
流
公
園

八
女

矢
部
ま
つ
り

11/10㈯～11㈰
　　　開会10時～

11/17㈯～18㈰
　　　開会10時～

八 奥

勤労者体育館

城山学園の看板

サンスポーツランド
きのこ村駐車場

振々駐車場

通行禁止

442
大藤前 矢部→

ＰＰ★
会場：えがおの森

※道路の状況が大変悪くなっています。
運転には十分お気をつけください

11/18㈰
会場

旧笠原東小学校
えがおの森
9:00～16:00

笠
原
ま
つ
り

「
だ
っ
で
ん
祭さ

い

」
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年
実
施
し
た
「
八
女
の
よ
か
と

こ
ツ
ア
ー
」
で
す
が
、
今
年
は
九

州
北
部
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
特
に
大
き

か
っ
た
「
星
野
村
」
と
「
黒
木
町
笠
原
」

を
め
ぐ
る
応
援
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

い
ま
だ
に
復
旧
で
き
て
い
な
い
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
そ
ん
な
中
で
も
地
元
で

頑
張
る
お
店
や
施
設
の
人
に
直
接
話
を

聴
く
機
会
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
地
元

の
状
況
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
星
野
村
★

◦
日
程
＝
11
月
19
日
㈪
・
11
月
29
日
㈭

の
２
回
催
行
※
主
な
場
所
は
茶
の
文
化

館
（
昼
食
）、
お
ば
し
ゃ
ん
の
店
清
流
、

星
の
花
公
園
な
ど
。

★
黒
木
町
笠
原
★

◦
日
程
＝
11
月
22
日
㈭
・
11
月
27
日
㈫

の
２
回
催
行
※
主
な
場
所
は
え
が
お
の

森
、
霊
巌
寺
（
昼
食
）、
お
茶
の
里
記

念
館
、
グ
リ
ン
テ
ィ
な
ど
。

《
各
回
共
通
事
項
》

◦
参
加
費
＝
２
千
円（
昼
食
代
等
含
む
）

◦
募
集
人
員
＝
そ
れ
ぞ
れ
20
人（
先
着
）

◦
募
集
締
切
＝
11
月
15
日
㈭

◦
集
合
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
。
９
時
出
発
、
17
時
解
散
予
定
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
茶
の
く
に
研
究
所
☎
２
２・６
６
４
４
）

※
八
女
観
光
物
産
館
と
き
め
き
内
の
八

女
観
光
案
内
所
窓
口
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

がんば

【午前の部】オープニングセレモニー／もみ
じ太鼓／筑南小児童発表会
ダンスパフォーマンス／歌謡ショー（橋本
ゆい）

【午後の部】八女消防署　炎太鼓／ダンス
パフォーマンス／バンド演奏
民謡（馬場姉妹）／ジャグリング／琉球太
鼓など

【文化祭作品展示と食バザー】絵画、写真、
彫刻、陶芸、書道、和裁、洋裁など／自宅・
共同でできた料理や製品の紹介・展示即売
◦問い合わせ＝白木地区地域振興会議・松
尾さん（☎ 090・9577・3485）

会場＝旧白木小学校

今
年
は
応
援
ツ
ア
ー
で
す
！

復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

プ
ロ
レ
ス
大
会

白木の秋の収穫祭
＆文化祭

11/4㈰
　　　開会9時３０分～

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
17
時

30
分
開
場
18
時
開
始

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育

館
（
八
女
市
馬
場
） 

◦
内
容
＝
▽
ア
ス
テ
カ
他
11
人

（
予
定
）
に
よ
る
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
＝
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
（
コ
ー
ラ
ス
）

◦
入
場
券
＝
11
月
５
日
㈪
か

ら
配
布
し
ま
す
。

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場

の
際
復
興
支
援
義
援
箱
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。（
当
日
市
へ
全
額

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◦
入
場
券
配
布
場
所

①
観
光
振
興
課
（
観
光
案
内

所
※
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
内
）
９
時
～
17
時

②
総
合
支
所
お
よ
び
各
支
所

観
光
担
当
課
　
平
日
９
時
～

17
時

※
お
一
人
5
枚
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。な
く
な
り
次
第
終
了
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３・１
１
９
２
）

八
女
の
よ
か
と
こ
ツ
ア
ー

「
八
女
に
お
い
で
よ
」

福
岡
市
を
拠
点
と
す
る
「
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
華か

☆
激げ
き
」

（
代
表
・
八
女
市
出
身
）
よ
り
、
八
女
市
に
元
気
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
出
演
無
料
で
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
レ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

華
☆
激

プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ

昨

ダリア咲き誇る「星の花公園」

八女茶発祥の地「霊巌寺」

八女茶の歴史が分かる「お茶の里記念館」

広報やめ　2012.11.13
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選
挙
は
、
私
た
ち
の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ

せ
る
大
切
な
機
会
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
主

権
者
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
唯
一
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
任
せ
ら
れ

る
人
を
自
分
自
身
の
判
断
で
悔
い
の
無
い
よ
う

に
選
び
ま
し
ょ
う
。

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、
出
産
が

近
い
な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票

で
き
な
い
（
見
込
み
の
）
人
は
、
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
「
投
票

所
入
場
券
」
を
持
参
く
だ
さ
い
（
届
い
て
い
な
い

と
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

期
日
前
投
票
は
お
住
ま
い
の
地
域
に
か
か
わ
ら

ず
、
次
の
６
か
所
い
ず
れ
の
投
票
所
で
も
投
票
で

き
ま
す
。

◦
期
日
前
投
票
所

▽
八
女
市
役
所
２
０
５
会
議
室

▽
上
陽
支
所
小
会
議
室

▽
黒
木
総
合
支
所
第
５
会
議
室

▽
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室

▽
矢
部
公
民
館

▽
星
野
村
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

◦
期
日
前
投
票
期
間

▽
11
月
５
日
㈪
～
10
日
㈯
８
時
30
分
～
20
時

投
票
所
の
統
廃
合
な
ど
で
投
票
所
ま
で
の
距

離
が
遠
く
な
っ
た
地
域
を
対
象
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
た
投
票
所
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
対
象
地
域
は
、
旧
黒
木
町・旧
立
花
町・

旧
上
陽
町
・
旧
矢
部
村
・
旧
星
野
村
の
一
部
地
域

と
な
り
ま
す
。
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
と
時
間
に
つ

い
て
は
、
対
象
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
直
接

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
即
日
開
票

▽
日
時
＝
11
月
11
日
㈰　

21
時
15
分
～

▽
場
所
＝
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

※
開
票
の
状
況
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

(http://w
w

w.city.yam
e.fukuoka.jp)

◦
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
八
女
市
役

所
総
務
部
総
務
課
内
☎
２
３・１
１
１
１
）

投票所と投票時間 期
日
前
投
票
に
つ
い
て

一
部
地
域
で
の
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

投票所 会　場 投票時間

第１投票所 福島小学校体育館 7時～ 20時

第２投票所 八女市民会館「おりなす八女」研修棟 7時～ 20時

第３投票所 長峰小学校体育館 7時～ 20時

第４投票所 八女市総合体育館 7時～ 20時

第５投票所 上妻小学校体育館 7時～ 20時

第６投票所 三河小学校体育館 7時～ 20時

第７投票所 八幡小学校体育館 7時～ 20時

第８投票所 川崎小学校体育館 7時～ 20時

第９投票所 忠見小学校体育館 7時～ 20時

第10投票所 岡山小学校体育館 7時～ 20時

第11投票所 西中学校体育館 7時～ 20時

第12投票所 農業活性化センター 7時～ 19時

第13投票所 八女市研修センター「発心」 7時～ 19時

第14投票所 黒木地域交流センター「ふじの里」7時～ 19時

第15投票所 豊岡コミュニティセンター 7時～ 19時

第16投票所 串毛コミュニティセンター 7時～ 19時

第17投票所 木屋農村環境改善センター 7時～ 19時

第18投票所 笠原集会所 7時～ 19時

第19投票所 大淵小学校体育館 7時～ 19時

第20投票所 立花市民センターイベントホール 7時～ 20時

第21投票所 筑南小学校体育館 7時～ 20時

第22投票所 白木コミュニティセンター 7時～ 19時

第23投票所 旧上辺春小学校体育館 7時～ 19時

第24投票所 矢部公民館 7時～ 19時

第25投票所 星野行政福祉センター 7時～ 19時

11月11日日は
市長選挙の投票日です



来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
保
育
所
入
所
申
し

込
み
」
を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
書
類
は
市
役
所
子
育
て
支
援
課
、
各
支

所
、
各
保
育
所
（
園
）
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
在

園
児
も
新
入
園
児
も
、第
１
希
望
の
保
育
所（
園
）

の
受
付
会
場
へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
※
印
の
つ
い
た
保
育
所
（
園
）
へ
初
め
て
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
子
さ
ま
の
面
接
も

行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
受
付
に
は
申
込
書
と
印
鑑

が
必
要
で
す
。
そ
の
他
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て

は
、
受
付
時
ま
た
は
そ
れ
以
降
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
手
続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
市

役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

⃝
保
育
所
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課
保
育
所
係

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
生
活
福
祉

係
（
☎
４
２
・
１
１
１
４
）

保育所名 受付会場 受　　　付　　　日 受付時間11/5 ㈪ 11/6 ㈫ 11/7 ㈬ 11/8 ㈭ 11/9 ㈮
① 福島保育所 ※ 福島保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
② 三河保育所 ※ 三河保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
③ 八幡保育所 ※ 八幡保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
④ 長峰保育所 ※ 長峰保育所 ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
⑤ 光友保育所 ※ 光友保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
⑥ 北山保育所 ※ 北山保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
⑦ 八女中央保育園 ※ 八女中央保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
⑧ 岡山保育所 ※ 岡山保育所 ○ 9:00 ～ 18:30
⑨ 上妻保育園 ※ 上妻保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
⑩ 忠見保育園 ※ 忠見保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
⑪ 川崎保育園 ※ 川崎保育園 ○ 9:00 ～ 17:00
⑫ 辺春保育園 ※ 辺春保育園 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
⑬ 保育所西光園 ※ 保育所西光園 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
⑭ 本分保育園

黒木総合支所
市民生活福祉課

生活福祉係
１番窓口

○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
⑮ 黒木保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
⑯ 木屋保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
⑰ あゆみ保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
⑱ 大渕保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
⑲ 星野保育所星光園 ※ 星野保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
⑳ 矢部保育園 ※ 矢部保育園 11/12 ㈪ 11/13 ㈫ 11/14 ㈬ 11/15 ㈭ 11/16 ㈮ 9:00 ～ 17:00

保育所入所申し込み受付日程表（受付日欄の○印が受付日です。）

※笠原保育園は、平成25年3月31日をもって閉園となります。

11
月
１
日
か
ら
火
災
が
発

生
し
た
際
は
、
Ｆ
Ｍ
八

女
か
ら
防
災
ラ
ジ
オ
を
自
動
起

動
さ
せ
、
エ
リ
ア
（
旧
市
町
村
）

ご
と
に
放
送
し
ま
す
。
防
災
ラ

ジ
オ
が
配
付
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
Ｆ
Ｍ
が
聴
け
る
ラ
ジ

オ
で
80
・
１
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
に
合
わ

せ
て
い
た
だ
く
と
放
送
が
聴
け

ま
す
。

ま
た
、
災
害
等
が
発
生
し
た

際
や
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

等
の
緊
急
を
要
す
る
情
報
も
、

防
災
ラ
ジ
オ
を
自
動
起
動
さ
せ
、

最
大
音
量
で
放
送
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
地
域
支
援
課
防
災
安

全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
育
所（
園
）の

入
所
申
し
込
み

に
つ
い
て

11月1日から火災放送や緊急放送がＦＭ八女で流れます！

◦問い合わせ＝地域支援課防災安全係
（☎２３・１７３１）

広報やめ　2012.11.15



国 民 年 金み な のん

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
額
が
「
65
歳

未
満
で
１
０
８
万
円
以
上
」「
65
歳
以
上

で
１
５
８
万
円
以
上
」
で
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
11
月
中

旬
ご
ろ
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。

老
齢
ま
た
は
退
職
に
よ
る
年
金
は
所

得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
年

金
の
支
払
者
で
あ
る
日
本
年
金
機
構
は
、

そ
の
支
払
の
際
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
の
際
は
各
種
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
控
除
額
の

算
出
の
た
め
に
、
年
金
受
給
者
は
「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
提
出
先
は
、
日
本
年
金
機

構
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
す
べ
て
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。
平
成
24

年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、次
の
と
お
り「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に

表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
11
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
１
月
か
ら

９
月
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人

▽
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
10
月
か

ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
（
す
る
）
人

11
月
か
ら
来
年
２
月
に
か
け
て
、

年
金
に
関
す
る
書
類
が
届
き
ま
す

次
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
に
関
す
る
書
類
が
届

き
ま
す
。
提
出
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

☆
農
業
者
に
有
利
な
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
！

【
問
い
】
加
入
で
き
る
の
は
？

【
答
え
】　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
保

険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
は
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

【
問
い
】
保
険
料
の
額
は
い
く
ら
か
ら
？

【
答
え
】
ひ
と
月
の
保
険
料
の
額
は
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
自
由
に
決
め
ら

れ
ま
す
。

【
問
い
】
い
つ
ま
で
も
ら
え
る
年
金
？

【
答
え
】
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

で
す
。

【
問
い
】
農
業
者
に
と
っ
て
有
利
な
点
は
？

【
答
え
】
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
認

定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
で
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
人
に
は
、保
険
料
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

◎
今
年
度
も
新
規
加
入
者
が
増
え
て
い
ま
す
！

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
！

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
２
３
・
２
４
０
７
）

八
女
市
農
業
委
員
会
（
塚
本
ち
ゑ
子
会
長
）

で
は
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
安
定
と
福
祉

の
向
上
を
目
的
に
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推

進
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

９
月
12
日
㈬
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
農

業
者
年
金
推
進
特
別
研
修
会
に
お
い
て
、
八

女
市
農
業
委
員
会
は
、
平
成
23
年
度
新
規

加
入
者
数
全
国
第
10
位
で
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。 ご

存
じ
で
す
か
？

農
業
者
に
有
利
な

積
立
式
農
業
者
年
金
！

塚本ちゑ子会長が農業者年金新規加入者数全国第10位を10月1日
㈪、三田村市長に報告しました

女
性
の
加
入
も
増
え
て
い
ま
す
！
老
後
の
安
心
に
農
業
者
年
金
！

月に一度、久留米年金事務所の職員
が八女商工会議所で個別に年金相談に
応じます。相談を希望される人は、前
日までに同事務所へ予約してください。
▶日時＝11月21日㈬、12月19日㈬
10時～12時、13時～15時
▶問い合わせ＝久留米年金事務所（☎
0942・33・6192　☎0942・33・6215）
※年金の受給や請求についての問い合
わせは、「ねんきんダイヤル」でも受け
付けています。（☎0570・05・1165　
☎03・6700・1165）

談相年 金
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国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
と
す
る
）
は
、

病
気
や
け
が
に
備
え
て
加
入
者
が
国
民
健
康
保

険
税
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に

安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。
医
療

機
関
等
で
保
険
証
を
提
示
す
れ
ば
、
年
齢
な
ど

に
応
じ
た
自
己
負
担
額
を
支
払
う
だ
け
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
八
女
市
の
国
保
の
医
療
費
は
前

年
と
比
べ
４
億
６
千
万
円
、
率
に
し
て
７
・
19
％

も
増
え
ま
し
た
。
医
療
費
と
自
己
負
担
額
の
差
額

は
国
保
が
負
担
し
て
お
り
、
そ
の
医
療
費
の
半
分

が
国
・
県
等
か
ら
の
補
助
金
で
、
残
り
の
半
分
が

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
国
民
健
康

保
険
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
医
療

費
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
け
ば
、
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
上
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
費
の
増
加
は
、
決
し
て

皆
さ
ん
に
無
関
係
で
は
な
く
、一
人
ひ
と
り
に
か
か

わ
る
大
切
な
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
で
、
国
保
の
健
全
な
運
営
が
保
た
れ
ま
す
。

医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
お
医
者
さ
ん

の
か
か
り
方
や
薬
と
の
つ
き
あ
い
方
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
、
急
病
な
ど
や
む

を
得
な
い
場
合
以
外
避
け
ま
し
ょ
う
。

緊
急
性
の
高
い
重
症
の
人
の
治
療
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
し
、
お
医
者
さ
ん
の
負
担
に
も
な

り
、
時
間
外
の
割
増
料
金
で
医
療
費
が
高
く
な

り
ま
す
。

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る

重
複
受
診
（
は
し
ご
受
診
）
は
、
医
療
費
の
無
駄

に
な
る
う
え
に
、
注
射
や
投
薬
の
重
複
で
副
作
用

が
出
て
、体
に
負
担
を
与
え
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

「
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
ま
ず
こ
こ
へ
」
と
い

う
気
軽
に
受
診
で
き
る
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
で
は
、

⃝
受
診
手
続
き
が
簡
単
で
待
ち
時
間
が
短
く
、
丁

寧
な
診
察
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

⃝
家
族
の
病
歴
や
健
康
状
態
を
継
続
的
に
把
握

し
て
い
る
の
で
、
適
切
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

⃝
精
密
検
査
や
高
度
な
医
療
が
必
要
な
と
き
は
、

専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
頼
ん
で
た
く
さ
ん
処
方
し
て
も

ら
っ
た
け
ど
、
薬
が
使
い
切
れ
ず
に
余
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

薬
を
む
や
み
に
要
求
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

薬
を
飲
む
時
間
・
量
・
回
数
な
ど
の
指
示
を

守
る
こ
と
で
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数

の
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

副
作
用
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
薬
剤

師
の
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
最
初
に
作
ら
れ

た
医
薬
品
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
期
間
が
終

わ
っ
た
後
に
同
じ
成
分
・
製
造
法
で
作
ら
れ
た
薬

の
こ
と
で
、
開
発
費
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
安
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
承

認
し
た
薬
だ
け
し
か
流
通
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
安

全
性
や
有
効
性
は
先
発
医
薬
品
と
同
等
と
い
え

ま
す
。
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

※
す
べ
て
の
病
気
の
治
療
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
師

の
治
療
上
の
方
針
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

八
女
市
で
は
、
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ん
に
処
方

さ
れ
た
お
薬
が
も
し
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
だ
っ
た

ら
ど
の
く
ら
い
医
療
費
を
節
約
で
き
る
の
か
、
割

引
率
を
お
知
ら
せ
す
る
差
額
通
知
を
差
額
の
額
が

大
き
い
上
位
２
０
０
人
に
毎
月
発
送
し
て
い
ま
す
。

家
計
に
も
や
さ
し
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す

お
医
者
さ
ん
に
は
上
手
に
か
か
り
ま
し
ょ
う

薬
の
も
ら
い
す
ぎ
・
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
を
対
象
に
、
生
活

習
慣
病
（
※
）
の
早
期
発
見
の
た

め
、健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
平
成
25
年
３

月
末
ま
で
受
診
で
き
る
受
診
票
と

お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
、そ
の
他
の

生
活
習
慣
病
で
あ
っ
て
、内
臓
脂
肪

の
蓄
積
に
起
因
す
る
も
の
を
指
し

ま
す
。

⃝
受
診
対
象
者
＝
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
。た
だ
し
、健
康
診

査
の
目
的
か
ら
、生
活
習
慣
病
の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
対
象

者
と
な
り
ま
せ
ん
。

⃝
受
診
時
の
自
己
負
担
金
＝
５
百
円

⃝
受
診
の
方
法
＝
健
康
診
査
の
実

施
医
療
機
関
で
個
別
に
予
約
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
に
は「
被
保
険
者
証（
保
険

証
）」と「
受
診
票
」（
広
域
連
合
か

ら
郵
送
）が
必
要
で
す
。受
診
票
が

見
あ
た
ら
な
い
場
合
は
再
発
行
し
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ

せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
６
５
１
・

３
１
１
１
） 健

康
診
査
は

毎
年
度

受
け
ま
し
ょ
う

後期高齢者
の健康診査
について

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
医
療
費
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う
‼
◉
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

国
保
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す

国
保
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す

広報やめ　2012.11.17
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　現在、外国籍を持ち八女市民として暮らしている人は、317 人（９月末現在）と年々増え続けています。来日の目的は、仕事（研
修）や結婚などさまざまです。身近なところで違った文化や習慣を持つ人と接する機会は、今後ますます多くなってくるでしょう。
　また昨年４月から、小学校５・６年生での英語の授業が必修化されました。その狙いは、「外国語を通じて、言語や文化に
ついて体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、外国語の音声や基本的な表現
に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養う（文部科学省・新学習指導要領）」というものです。
　そこで、八女市内の小・中学校でＡＬＴ（外国語指導助手）として働く４人の方に、話を聞いてみました。今月号は外国
の人から見た「八女のよかとこ」と「子どもたちの印象」について、次号は「八女の暮らし」について掲載します。

ジ
ェ
ラ
ル
ド　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
趣

味
で
週
末
に
は
い
ろ
い
ろ
な
所
に
出

か
け
て
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
場

所
は
日
向
神
ダ
ム
で
す
。
自
然
が

と
て
も
美
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、「
あ

か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」
な
ど
、

に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、一
度
参
加
し
て
み
た
い

で
す
。

エ
ミ
リ
ー　
八
女
の
人
た
ち
は
、
と

て
も
温
か
い
で
す
。
自
分
に
興
味

を
持
っ
て
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ

と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
私
の

地
元
の
マ
イ
ア
ミ
と
比
べ
る
と
、
と

て
も
安
全
な
町
だ
と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ　

私
の
国
で
は
農

村
部
と
都
市
部
が
は
っ
き
り
わ

か
れ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
つ
の
町

に
、
高
層
ビ
ル
と
田
畑
が
隣
り
合
っ

て
い
る
の
は
印
象
的
で
す
。

テ
ィ
ス
タ
ー　

八
女
市
の
人
は
、

心
が
温
か
い
で
す
ね
。
地
域
の
人
が

よ
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
事
が
う

れ
し
い
で
す
。
ま
た
お
茶
や
提
ち
ょ
う

灯ち
ん

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
文
化
が
あ
る
町
だ

と
思
い
ま
す
。

ジ
ェ
ラ
ル
ド　
八
女
の
子
ど
も
は
や

さ
し
い
で
す
ね
。
特
に
教
師
と
良
い

関
係
を
築
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

エ
ミ
リ
ー　

八
女
の
生
徒
た
ち
は

や
さ
し
い
し
、
英
語
の
授
業
も
一
生

懸
命
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い

で
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ　
ク
ラ
ス
全
員
で
い
っ

せ
い
に
掃
除
を
し
て
い
る
こ
と
に
、

と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
な

い
光
景
で
す
。
集
団
で
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
同

士
の
き
ず
な
が
深
ま
っ
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

テ
ィ
ス
タ
ー　

自
分
の
国
と
比
べ

て
、
ま
じ
め
な
生
徒
が
多
い
で
す

ね
。
ま
た
教
師
も
生
徒
に
対
し
て

色
々
と
熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
る
。お
互
い
に
い
い
関
係
を
つ
く
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。逆
に
、

自
分
に
自
信
が
も
て
な
い
子
ど
も

が
多
い
な
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま

す
。

ＡＬＴに聞いてみました

ジェラルド・キリーさん
（アイルランド出身）

今年３月に来日し、小学校（長
峰・上妻・三河・川崎・忠見・
岡山）および上陽北汭学園小・
中学校のＡＬＴとして勤務。
大学では美術を専攻し、昨年
はインドで美術家として働く

エミリー・ヒメネスさん
（アメリカ出身）

今年３月に来日し、中学校（福
島・南・見崎・西）ＡＬＴと
して勤務。
趣味は読書と編み物、好きな
食べ物はおにぎり

ブランディ・ジョーンズさん
（アメリカ出身）

今年９月に来日し、福島小・
八幡小および旧黒木町小・中
学校のＡＬＴとして勤務。母
親も過去にＡＬＴを経験し、
同じ道を進む。趣味は天然石
採集、好きな食べ物はカツ丼

ティスター・マサカさん
（ザンビア出身）

１０年前に来日し、大分県の
立命館アジア太平洋大学を
卒業。現在は、旧立花町の小・
中学校ＡＬＴとして勤務。趣
味は映画観賞とサッカー

八
女
の
子
ど
も
た
ち
の
印
象
は
？

八
女
の
「
よ
か
と
こ
」
教
え
て
く

だ
さ
いお話を聞いたＡＬＴの皆さん

記念講演「生
い の ち

命の感受性～心のアンテナ、磨いていますか～」
◦日時＝12 月1日㈯９時 45 分～　
◦会場＝八女市民会館（おりなす八女）
◦問い合わせ＝人権・同和教育課（☎２３・２０７４）

「スマイルフェスタやめ
２０１２」に
落合恵子さんが来場！

授業の様子

八女の
よかとこ

子どもた
ちの印象
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あ
る
日
、
サ
ク
ラ
さ
ん
が
会
社
で
聞
い
て
き

た
こ
と
を
帰
宅
し
て
家
族
に
話
し
ま
し
た
。

サ
ク
ラ

「
う
ち
の
会
社
で
、
同
僚
の
男
性
に
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
か
ら
、
育
児
休
業
を
取
っ
た
の
よ
。

２
週
間
の
短
い
期
間
だ
っ
た
け
ど
。
お
兄
さ
ん

の
会
社
は
、
育
児
休
業
の
制
度
（
注
１
）
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
？
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
取
っ

た
ら
？
二
人
目
の
ヒ
カ
ル
く
ん
が
生
ま
れ
た
ば

か
り
で
お
義
姉
さ
ん
大
変
で
し
ょ
う
」

さ
て
、
フ
ジ
コ
さ
ん
の
子
育
て
を
支
え
る

の
は
誰
？
タ
ケ
オ
さ
ん
は
育
児
休
業
を
取
得

す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
ホ
シ
ノ
さ
ん
の
家

族
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

サ
ク
ラ

「
も
う
ひ
と
つ
、
会
社
の
先
輩
の
話
だ
け
ど
、

先
輩
の
夫
は
い
つ
も
飲
ん
で
帰
っ
て
く
る
の

に
、
た
ま
に
先
輩
が
飲
み
会
に
行
く
と
な
る

と
、
何
日
も
前
か
ら
夫
に
そ
の
こ
と
を
話
し
て

い
た
の
に
、
出
掛
け
て
遅
く
帰
っ
た
ら
、
夫
が

恐
ろ
し
い
剣
幕
で
怒
っ
て
『
女
の
く
せ
に
、
こ

ん
な
に
遅
く
帰
っ
て
』
と
先
輩
に
手
を
あ
げ
る

こ
と
も
度
々
あ
る
み
た
い
。
夫
は
好
き
放
題
し

て
い
る
の
に
理
不
尽
ね
。
お
母
さ
ん
や
お
義
姉

さ
ん
が
Ｊ
Ａ
の
生
産
部
会
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

の
会
合
に
出
て
行
っ
て
る
け
ど
、
お
父
さ
ん
や

お
兄
さ
ん
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
？
」

さ
て
、こ
ん
な
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
ら
、

あ
な
た
だ
っ
た
ら
、ど
う
答
え
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
♥ 

♥ 

♥ 

♥ 

♥

　
さ
る
９
月
１
日
㈯
、
お
り
な
す
八
女
で

「
う
さ
ぎ
ド
ロ
ッ
プ
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
皆
さ
ん
約
７
６
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
上
映
前
に
は
、
市
内
で
男

女
共
同
参
画
推
進
に
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

か
ら
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
入
口
で
は

「
あ
な
た
と
私
の
写
真
・
絵
手
紙
展
」
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
上
映
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
一
部
ご

紹
介
し
ま
す
。

◦
映
画
は
男
女
共
同
参
画
の
内
容
が
凝
縮
さ
れ

た
作
品
で
良
か
っ
た
で
す
。（
50
歳
代
・
女
性
）

◦（
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
の
）各
地
で
の
取

り
組
み
が
分
か
り
ま
し
た
。（
30
歳
代
・
女
性
）

と
ぅ
ぎ
ゃ
ざ
ー

八
女
市
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
て

制
作
　
こ
ら
ぼ
れ
ー
と
（
八
女
市
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
編
集
委
員
会
）

　注１）「とぅぎゃざー」とは、英語の together（共に、一緒に、共同して）から情報誌の名称としています。

と
ぅ
ぎ
ゃ
ざ
ー

お
ん
な
＆
お
と
こ

　

個
性が
輝く

　　まちが
輝

く

家
族
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

男
女
共
同
参
画
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

私たちは毎日の生活の中でいろいろ協力して暮らしていますが、
家族に何かの変化があったとき、どう対処していますか。想定し
た家族で考えてみましょう。ホシノさん一家は、米、お茶、野菜を
作る兼業農家です。

キクジロウ（60）　　ウメ（58）
農業従事　　　　　農業従事

タケオ（32）　　フジコ（30）　　サクラ（25）　 ミノル（18）
会社勤務　　　 家事育児　　　  会社勤務　　　  高校3年生
休日農業手伝い　  農業手伝い

ホタル（6）
小学1年生

ヒカル（0） ホシノ家
※（ ）は年齢

（
注
１
）
現
在
の
育
児
休
業
制
度
は
、
父
親
が
育

児
休
業
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
母
親
が
専

業
主
婦
で
あ
る
場
合
で
も
父
親
が
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
母
親
だ

け
で
な
く
父
親
も
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合

は
、
取
得
で
き
る
期
間
が
２
か
月
延
長
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

会場はほぼ満員となり多くの人が訪れた男女共同
参画上映会



前
回
に
続
い
て
藩
政
時
代
の
後
半
（
享
保
以
後
）
の
矢

部
川
災
害
史
を
概
観
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
こ
の
時

代
も
記
録
に
残
る
洪
水
や
台
風
な
ど
、
20
数
回
も
数
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
洪
水
や
台
風
の
後
疫
病
が
流
行
し
、
飢
饉

に
遭
う
こ
と
も
度
々
で
し
た
。
で
も
復
旧
に
努
力
を
重
ね
て

豊
か
な
生
活
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
流
域
住
民
の
意
気
込

み
を
感
じ
ま
す
。
以
下
各
市
町
村
史
年
表
や
筑
後
川
河
川

事
務
所
等
に
記
さ
れ
る
事
項
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

去
る
７
月
14
日
、
１
５
２
年
前
と
全
く
同
じ
く
矢
部
川

は
大
氾
濫
し
て
山
崩
れ
や
堤
防
決
壊
な
ど
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
中
で
も
立
花
町
北
山
の
山
下
地

区
で
は
全
家
屋
が
浸
水
し
、大
変
な
ご
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

下
表
の
１
８
６
０
（
万
延
元
）
年
、
谷
川
組
御
用
日
記
が
伝

え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
山
下
町
人
家
全
家
屋
浸
水
、
難

渋
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
谷
川
地
区
、
唐
ノ
瀬
堰
は
今

回
石
畳
が
全
部
は
ぎ
取
ら
れ
、
川
床
が
見
ら
れ
る
無
残
な
姿

に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
島
川
原
の
畑
も
一
部
流
失
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
災
害
と
全
く
同
じ
で
恒
久
的
な
対
策
が
待
た
れ

る
と
強
く
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　

  （
立
花
町　

平
島 

格
）

④

1734（享保19）年
◦3月洪水により、田畑の損害多し。5月24日から6月10
日まで雨降り続き、再度の洪水により、田畑の損害多し。

【柳川年表】（立花町史）
◦5月大洪水水田田畑被害多し、各地に馬の疫病流行し、
斃馬多し。【国交省筑後川事務所資料】　　
1742（寛保2）年6月
◦7月にかけて度々大雨、33度の洪水を記録する。洪水、
矢部に山汐起こる。上妻川矢部川に多くの溺死者を出す。

【米府年表・石原家記】　（立花町史・八女市史・広川町史）
1745（延享2）年8月
◦暴風雨あり、稲田被害甚大にして餓死者多し。大暴風
雨あり、海潚襲来し、堤防破壊される。【国交省筑後川
事務所資料】
1746（延享3）年
◦3月29日から5月にかけて8回の洪水。幕府の巡検使柳
川に来る。【柳川郡役所日記】（立花町史）
1765（明和2）年
◦6月16日から7月2日にかけて大風雨により、洪水となり、
潰家1374軒に及ぶ。【立花家文書】
◦8月霖雨洪水が出る。【米府年表】【三潴郡史】（立花
町史・広川町史）
1772（安永元）年
◦台風にて人畜の被害多し、幕府は金5000両を貸与す。
10か年賦にて返納する。【国交省筑後川事務所資料】
1778（安永７）年8月
◦黒木各地に山汐起こる。【覚法寺文書】（黒木町史）
◦8日、大風田畑破損之覚【有馬文書記録】
1779（安永8）年
◦大洪水流失した家屋牛馬多し。【米府年表】（広川町史）
1781（天明元）年8月
◦暴風雨あり、稲田の損害甚大、餓死者多し。【国交省
筑後川事務所資料】
1783（天明3）年7月
◦強風あり、潰家1107軒、人畜の被害は不明。【国交省
筑後川事務所資料】
1786（天明6）年
◦5月23日、大雨洪水【米府年表】（広川町史）

1790（寛政2）年5月
◦大洪水あり。不作のため10か年賦で領民に貸し与える。

【柳川郡役所日記】（立花町史）
1792（寛政4）年
◦去年の度々の洪水により、損耗の届。21万余石の内11
万1800石が損失。【米府年表】（広川町史）
1796（寛政8）年
◦大雨洪水星野村で山汐が出る。【米府年表】（広川町史）
1804（文化元）年
◦5月15日大雨洪水船小屋水位2丈余。（※2丈は約6ｍ）

【米府年表】（立花町史）
1807（文化4）年
◦8月5日洪水あり。【米府年表】（八女市史・広川町史）
1810（文化7）年
◦辺春山中に雹が降る。田畑の被害多し。米180俵を被
害民に与える。【国交省筑後川事務所資料】
1814（文化11）年8月
◦暴風雨あり、柳川に被害多し、大野島の惨状甚し。溺
死者268人斃馬63頭。【国交省筑後川事務所資料】
1840（天保11）年
◦6月5日、大雨洪水で御境川矢原村前で3丈余（※3丈
は約9ｍ）となる。【米府年表】（立花町史）
1843（天保14）年
◦暴風雨あり、堤防決壊箇所多し、倒家325軒、流失家
屋269軒、溺死者7行方不明多数。【国交省筑後川事務
所資料】
1859（安政6）年
◦7月4日から6日まで降り続き藤田川石橋が落ちる。70
年振りの大洪水。【松本又左衛門日記】（広川町史）
1860（万延元）年
◦4月9日、大洪水が出る。【谷川組御用日記】（立花町史）

（白木村）東原堤の土居破壊、田楽原、上内の井手の石
組破損。（本山村）中村井手の石組破損。（谷川村）長
淵尻中島川原堤、唐の瀬井堰、白岩刎、長堤、戸田井
堰破損。（山下町）人家全家屋浸水、難渋する。（原島村）
鳴瀬浦長堤、松原水門破損。（下辺春村）柴折井手、開
田壱畝24歩流失。（上辺春村）長瀬井手、妙見井手、長
瀬上田土居崩れる。

矢部川洪水の歴史（享保以後の災害記録）

矢部川物語⑶
矢部川災害史

石畳が全部はぎ取られた唐ノ瀬堰付近

10　2012.11.1　広報やめ
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108

25 6
30

参加者募集

【未来を担う子供の教育及び少子化対策事業】
◦匿名　　２件
【その他市長が認める特定の事業】
◦匿名　　２件
※９月末現在累計額＝１６６１万１３０４円

八
女
提
灯
や
手
漉
き
和

紙
な
ど
、
多
く
の
伝

統
工
芸
が
継
承
さ
れ
て
い
る
八

女
市
。
水
墨
画
は
そ
の
伝
統

工
芸
品
の
中
に
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
水
墨
画
展
は
、

八
女
地
区
で
創
作
活
動
を

行
っ
て
い
る
八
女
文
化
連
盟
水

墨
部
の
有
志
が
、
今
年
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
祭
り
」
を
題
材
と

し
た
作
品
を
中
心
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
描
い
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

色
彩
豊
か
な
作
品
か
ら
、

墨
の
濃
淡
と
筆
使
い
だ
け
で

表
現
さ
れ
た
作
品
ま
で
、
奥

深
く
味
わ
い
の
あ
る
水
墨
画

の
世
界
を
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
10
月
30
日
㈫
～
11

月
25
日
㈰

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
横
町

町
家
交
流
館
（
☎
２
３
・
４

３
１
１
）

岡
山
公
園
山
頂
で
「
画
壇
の
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ー
大
王
に
な
る
」
と
美
術

の
道
に
進
む
こ
と
を
決
心
。
ま
た
、
ふ
る

さ
と
へ
の
限
り
な
い
思
い
、
室
岡
に
住
む

母
、
色
鮮
や
か
な
櫨
に
代
表
さ
れ
る
美

し
い
自
然
に
思
い
を
は
せ
、
辞
世
の
歌

　「
わ
が
国
は
　
筑
紫
の
国
や
　
白
日
別

　
母
い
ま
す
国
　
櫨
多
き
国
」

を
作
っ
た
夭
折
の
天
才
画
家
・
青
木
繁

を
偲
び
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
15
日
㈭
14
時
30
分
～

◦
会
場
＝
岡
山
公
園
山
頂
（
雨
天
時
は

室
岡
公
民
館
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
岡
山
公
園
を
守
る
会
・

城
後
さ
ん
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

☎
２
３
・
２
４
０
７

水
墨
画
展

紅
櫨
ま
つ
り

放
生
会
（
馬
場
キ
ヨ
カ
）

水墨画絵付け
パフォーマンス
ハンカチ等への水墨
画絵付けの実演を見
学できます。◦期日
＝11月３日㈷、10日
㈯、18日㈰◦時間＝
各回11時～15 時

■ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

第32回
茶のくに・やめ
マラソン大会

◦期日＝１月27日㈰受付８時～、
◦参加料＝1,000 円（小学生 500 円）
※ファミリーは 1世帯 1000 円
◦コース＝矢部川浪漫街道（堤防道路）
◦参加資格＝健康に自信のある5 歳以上の男女
◦種目＝【1.5km】ファミリー（５歳以上～小学３年生以下と
その保護者）

【2km】一般男子・女子、小学生男子・女子（小学 4 年生以上）
【5km】一般男子・女子、マスターズ（50 歳以上）
【10km】一般男子・女子
◦申し込み＝
①申込書に添付している払込取扱兼参加申込書を切り取り、
最寄りの郵便局で参加料と一緒に申し込みください。
②参加料と申込書を直接総合体育館へ持参ください。
※申込書は総合体育館および各八女市体育施設に設置しています。
◦申込み期限＝12 月16日㈰当日振込分
◦申込・問い合わせ＝総合体育館（スポーツ振興課）
　　☎２４・１２３０

横町町家
交流館
11月の催し
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　市政に対するご意見や苦情、疑問など、あなたの「声」
をお待ちしています。はがきやファクス、メール、本庁お
よび各支所に設置している市政目安箱などを利用してお寄
せください。お寄せいただいたご意見の趣旨は、個人が特
定できるようなことのように、個人情報の取り扱いに十分
注意した上で紙面およびホームページで紹介させていただ
く場合がありますのでご了承ください。また、建設的なご
意見やご提案については、市長や担当課などから直接ご本
人へ回答もしていますので住所・氏名・電話番号等連絡
先の記入をお願いします。
　なお、次のいずれかに該当するものについては対応でき
ない場合があります。
▽特定の個人を誹謗、中傷、非難するなどしているもの 
▽公の秩序または善良の風俗に反するもの ▽明らかに営
利を目的としているもの▽趣旨が不明確もしくは不明なも
の▽その他、市が不適当と判断するもの 

あなたの       を
お待ちしています

声

　四種混合ワクチンとは、従来行っていた三種混
合ワクチン（ジフテリア・百日咳・破傷風）と不活
化ポリオワクチンが一緒になったものです。
◆初回接種３回、追加接種１回の合計４回の接種
が必要です
　初回接種は 20日から 56日の間隔をおいて３回、
追加接種（４回目）は初回接種終了後 12 月～ 18
月（標準）の間隔をおいて１回の接種が必要です。
◆医療機関で接種します
　医療機関での予約が必要です。かかりつけ医に
お尋ねください。また、予診票は各医療機関に準
備しています。
◆接種対象者＝生後３か月～７歳半未満
◆問い合わせ＝健康推進課保健指導係
　（☎２３・１３５２）

「
向
井
去
来
、
野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
の
建
立
を
記
念
し
た
句
会

「
人
形
原
句
碑
記
念
句
会
」
が
９
月
16
日
㈰
、
岩
戸
山
古
墳
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。入
選
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
特
　
選
】

秋
の
雨
石
馬
の
鐙
洗
ひ
け
り　

              

牛
島
佐
智
子

秋
霖
に
け
む
る
古
墳
を
吟
行
す　

          

大
坪　

榮
子

毒
茸
度
肝
抜
か
る
る
別
区
か
な　

           

松
尾　

貞
義

【
佳
　
作
】

注
連
揺
れ
て
鞦
韆
遊
び
す
る
野
分　

       

野
中　

平

塚
の
辺
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
や
落
葉
踏
む　

   

松
﨑　

伸
子

慈
雨
の
ま
ゝ
あ
が
り
て
欲
し
や
野
分
雲　

穴
見
ミ
キ
ヱ

石
人
の
遠
ま
な
ざ
し
や
涼
新
た　

          

大
坪　

榮
子

嘶
け
よ
駈
け
ろ
よ
石
馬
天
高
し　

           

松
尾　

貞
義

労働者（パート・アルバイト含む）を一人でも雇ってい
る事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に加入
することが法律で義務付けられています。まだ加入手
続きを取っていない事業主は、ハローワーク、労働基準
監督署で手続きをしてください。

11 月は労働保険適用促進強化期間
福岡労働局（☎ 092・434・9835）

市長への
はがき

11
月
か
ら
「
四
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
」
の
接

種
が
始
ま
り
ま
す

重
要

第
31
回
人
形
原
句
碑
記
念
句
会
入
選
作
品
紹
介

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 24.11）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言などお寄せください。将来の八女
市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容については実
現に向けて努力してまいります。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン



広報やめ　2012.11.113

　

11月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

「
だ
っ
で
ん
祭
」
副
実
行
委
員
長　
日ひ

野の 
文ふ

み

夫お

さ
ん
（
笠
原
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
3 ㈷ ,5 ㈪ ,12 ㈪ ,19 ㈪ ,23 ㈷ ,26 ㈪ ,30 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
5 ㈪ ,12 ㈪ ,19 ㈪ ,26 ㈪ 30 ㈮図書館の休館日

11月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

「祭りの準備や運営も含め、大変なだけではな
く、自分自身も楽しんでますよ。祭りにはＰＴ
Ａ仲間で作ったバンド ka.PTA．のメンバーと
してステージにも参加します」

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈷ ,6 ㈫ ,13 ㈫ ,20 ㈫ ,23 ㈷ ,27 ㈫ ,30 ㈮

46

絵本や紙芝居など親子でお
楽しみください。
♥本館　3日、10日、17日、
24日、※いずれも土曜日14
時から、おはなしコーナーで
♥黒木分館　10日㈯11時～
おはなしコーナー

11月のよみきかせ

11月のあかちゃんよみきかせ
0歳～2歳児対象によみき
かせやわらべうたなど。
♥本館　17日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　22日㈭11時
～おはなしコーナー

　「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
笠
原
ん
も
ん

の
意
気
込
み
を
見
て
も
ら
い
た
い
」
―

７
月
の
豪
雨
災
害
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
、

家
屋
や
農
地
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
た
笠
原
地
区
で
は
11
月
18
日
㈰
、

第
27
回
「
笠
原
ま
つ
り 

だ
っ
で
ん
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。
祭
り
の
副
実
行
委
員
長

と
し
て
企
画
運
営
に
携
わ
る
日
野
さ
ん
。

「
８
月
に
会
議
を
し
た
時
は
賛
否
両
論
で

し
た
が
、
今
年
し
な
い
と
来
年
に
も
つ
な

が
ら
な
い
。
今
の
笠
原
を
見
て
も
ら
い
、

応
援
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
で
、
開

催
を
決
め
ま
し
た
。
実
行
委
員
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
若
者
を
中
心
に
14
～
15
人

が
手
を
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
ま
っ
た
く
付
き
合
い
の
な
か
っ
た
世
代

の
人
た
ち
と
話
し
あ
っ
て
い
く
中
で
、
笠

原
に
も
多
く
の
人
材
が
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
、

多
く
の
励
ま
し
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」

「
心
配
し
た
バ
ザ
ー
も
例
年
通
り
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
祭
り
前
日
と
当

日
は
山
村
塾
の
呼
び
か
け
で
大
勢
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
出

店
や
イ
ベ
ン
ト
出
場
の
希
望
も
多
く
、

ひ
と
回
り
小
さ
く
な
っ
た
会
場
で
の
配

置
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
（
笑
）」

「
昨
年
ま
で
会
場
だ
っ
た
き
の
こ
村（
キ
ャ

ン
プ
場
）
も
被
災
し
、
法
被
や
上
り
旗

な
ど
祭
り
の
備
品
は
す
べ
て
流
失
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
だ
っ
で
ん
祭
は
も
と
も

と
住
民
の
手
作
り
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
。

今
年
は
第
１
回
の
原
点
に
帰
り
ま
す
。

ぜ
ひ
笠
原
に
足
を
運
ん
で
、
地
元
の
頑

張
り
を
見
て
く
だ
さ
い
」

負け
られんば

い！笠原

★11月の館内整理日は30日㈮★

【
だ
っ
で
ん
祭
】
◦
期
日
＝
11
月
18

日
㈰
９
時
～
16
時
◦
会
場
＝
え
が

お
の
森
（
旧
笠
原
東
小
学
校
）

★
内
容
等
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す

　
12
月
１
日
㈯
か
ら
12
月
14

日
㈮
の
間
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
の
更
新
作
業
の
た
め
全
館

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。
休

館
期
間
中
は
、
返
却
ポ
ス
ト

へ
の
本
の
返
却
の
み
の
受
付
と

な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
２
日
㈰
13
時

30
分
～
◦
場
所
＝
黒
木
町
開

発
セ
ン
タ
ー
保
健
相
談
室
◦

講
師
＝
布
の
絵
本
制
作
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
『
虹
の
会
』
◦
内
容

＝
「
ふ
わ
ふ
わ
カ
ラ
フ
ル
ボ
ー

ル
」
制
作
◦
材
料
費
＝
３
百

円
◦
持
参
す
る
も
の
＝
縫
い

針
、白
糸
◦
定
員
＝
15
人
（
先

着
）
◦
申
込
＝
八
女
市
立
図

書
館
黒
木
分
館
（
☎
４
２
・

０
４
０
０
）
本
館
・
各
分
館

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈯
14
時

～
◦
場
所
＝
市
立
図
書
館
本

館
２
階
研
修
室
◦
上
映
内
容

＝
『
字
の
な
い
は
が
き
』
18

分
／
『
心
の
中
の
ふ
る
さ
と
』

40
分
　
※
予
約
は
不
要
で
す
。

◦
期
間
＝
11
月
１
日
㈭
～
12

日
㈪
◦
場
所
＝
ふ
じ
の
里
ロ

ビ
ー
※
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
オ
ス
ス
メ
の
本
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
！

◦
募
集
期
間
＝
11
月
４
日
㈰

ま
で
◦
対
象
＝
八
女
市
立
図

書
館
利
用
者
（
一
般
＊
中
学

生
以
上
）
※
３
冊
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
11

月
17
日
㈯
～
12
月
２
日
㈰
ま

で
本
館
・
分
館
に
そ
れ
ぞ
れ

掲
示
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

12
／
1
㈯
～
14
㈮
臨
時
休
館

大
人
の
た
め
の
映
写
会（
16
ミ
リ
）

１
日
布
絵
本
教
室

作
ろ
う
！
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
遊
べ
る
布
お
も
ち
ゃ

読
書
感
想
画
展
開
催
中

イ
チ
オ
シ
の
本
お
し
え
て
！

秋のマナーアップ
キャンペーン中 

10月27日㈯～11月11日㈰

いつも気持ちよく、図書
館をご利用いただけるよう

に、秋のマナーアップキャン
ペーンを行っています。
皆さんのご協力をよろ

しくお願いします。

……秋の読書週間……10 月 27 日㈯～ 11 月 9 日㈮……
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９
月
23
日
㈰
に
行
わ
れ
た
「
第

55
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
」
秋
季

大
会
剣
道
青
年
女
子
の
部
で
八
女

市
が
優
勝
、
ま
た
青
年
男
子
の
部

で
は
準
優
勝
し
ま
し
た
。
同
大
会

の
青
年
女
子
の
部
で
３
連
覇
を
果

た
し
た
選
手
や
監
督
の
皆
さ
ん
が

10
月
９
日
㈫
、
三
田
村
市
長
を
訪

問
し
ま
し
た
。
加
藤
翔
子
さ
ん（
黒

木
町
）、久
間
美
奈
さ
ん（
上
陽
町
）、

田
中
麻
美
さ
ん
（
黒
木
町
）、
小
川

真
衣
さ
ん
（
上
陽
町
）
の
選
手
と

小
川
一
洋
監
督
、
遠
山
功
八
女
市

連
合
剣
友
会
会
長
ら
が
訪
れ
、
優

勝
と
全
国
青
年
剣
道
大
会
出
場
を

報
告
し
ま
し
た
。

昨
年
八
女
市
が
優
勝
し
、
２

連
覇
が
か
か
る
全
国
青
年
剣
道
大

会
。
加
藤
さ
ん
は
「
２
連
覇
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も
あ
る
け
ど
八
女

市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
き
た
い
」。
久
間
さ
ん
は
「
一
人

剣
道
で
は
な
く
チ
ー
ム
全
員
で
剣

道
を
し
て
２
連
覇
し
て
き
た
い
」。

田
中
さ
ん
は「
２
連
覇
は
簡
単
じ
ゃ

な
い
が
果
た
せ
る
よ
う
剣
道
を
楽

し
ん
で
や
っ
て
き
た
い
」。
小
川
さ

ん
は
「
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
全
国
に
向
け
て
そ

れ
ぞ
れ
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
11
月
10
日

㈯
・
11
日
㈰
に
東
京
武
道
館
で
行

わ
れ
る
第
61
回
全
国
青
年
剣
道
大

会
に
福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

10
月
７
日
㈰
秋
晴
れ
の
中
、
今

年
使
い
や
す
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

上
妻
小
学
校
体
育
館
側
で
第
25
回

平
田
町
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
内
か
ら
65
人
が
参
加
。
広
い

運
動
場
に
、
一
打
ご
と
歓
声
が
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ

い
の
ゲ
ー
ム
運
び
と
な
り
日
常
は

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
程
度
の
お
互

い
が
、
こ
の
大
会
で
老
若
男
女
気

持
ち
よ
い
喜
び
を
得
、
心
の
交
流

が
で
き
ま
し
た
。
次
回
の
楽
し
み

と
参
加
中
最
高
齢
者
に
よ
る
万
歳

三
唱
で
無
事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
平
田
行
政
区
長
　
伊
藤
一
二
生
）

９
月
９
日
㈰
に
北
九
州
市
で
行

わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸

上
競
技
大
会
最
終
選
考
会
の
走
高

跳
で
黒
木
中
学
校
３
年
の
小
桺
翔

さ
ん
が
第
１
位
と
な
り
、
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

に
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
小
桺
さ

ん
と
宇
佐
原
茂
校
長
が
10
月
10
日

㈬
、
三
田
村
市
長
に
出
場
を
報
告

し
ま
し
た
。

８
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
中
学

校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
は
、

１
メ
ー
ト
ル
87
を
失
敗
し
て
全
体

で
16
位
だ
っ
た
小
桺
さ
ん
。
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
県
の
選
考

会
で
は
１
メ
ー
ト
ル
88
を
跳
ん
で

１
位
と
な
り
出
場
を
決
め
、「
ベ
ス

ト
８
に
入
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
き

た
い
」
と
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

第
47
回
全
日
本
居
合
道
大
会
の

５
段
の
部
に
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
八
女
警
察
署
刑
事
課
井
手
烈

太
郎
巡
査
部
長
が
10
月
４
日
㈭
市

役
所
を
訪
問
し
、
三
田
村
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。
居
合
道
５
段
、

剣
道
４
段
、
杖
道
４
段
の
井
手
さ

ん
。「
初
め
て
の
全
国
大
会
で
す
が
、

県
の
代
表
と
し
て
若
々
し
い
居
合

を
抜
い
て
き
た
い
」
と
抱
負
を
話

し
ま
し
た
。

優勝を報告する左から加藤さん、久間さん、田中さん、小川さん

第
43
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
出
場

和
気
あ
い
あ
い
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

全
日
本
居
合
道
大
会
出
場

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

14

県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
剣
道
青
年
女
子
の
部
で

八
女
市
が
３
連
覇
！

市長とがっちり握手をかわしました

全日本中学校陸上競技選手権大会に引き続い
ての出場となる小桺さん（中央）

秋晴れの中、新しい体育館側で行われました
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矢
部
村
臼
ノ
払
で
10
月
15
日

㈪
、
約
80
年
ぶ
り
に
風
神
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
風
神
が
祀
ら
れ
て

い
る
天
神
山
の
中
腹
に
関
係
者
が

集
ま
っ
て
、
五
穀
豊
穣
や
地
域
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

昭
和
４
年
の
記
録
に
よ
る
と
、

臼
ノ
払
集
落
は
門
前
岳
か
ら
吹
き

お
こ
る
風
害
が
甚
大
な
た
め
、「
風

よ
け
の
神
様
」
を
祀
る
佐
賀
の
綾

部
八
幡
宮
か
ら
お
札
を
受
け
、
そ

れ
を
天
神
山
に
祀
っ
た
こ
と
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
春

秋
に
祭
礼
が
催
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
し
か
途
絶
え
忘
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
当
時
の
記
録
を
発

見
し
た
仁
田
原
石
義
さ
ん
ら
住
民

に
よ
り
、
昨
年
は
市
の
「
地
域
づ

く
り
提
案
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、

祭
り
の
歴
史
な
ど
を
ま
と
め
た
冊

子
を
作
製
。
今
年
は
ほ
こ
ら
ま
で

の
参
道
を
整
え
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
山
の
神
祭
」
と
合
わ
せ
て

風
神
祭
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
神

事
の
あ
と
に
は
「
山
師
音
頭
」
と

「
木
挽
き
唄
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

仁
田
原
さ
ん
は
「
山
の
神
に
感
謝

し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
祖
先

の
思
い
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
復
活
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

山師音頭を唄いながら山だしの様子を再現

風
神
祭
80
年
ぶ
り
に
復
活

八
女
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
松
﨑
重
治
会
長
）
の
柳
島
老
人

ク
ラ
ブ
（
秋
山
勝
義
会
長
）、
八

女
市
老
人
ク
ラ
ブ
黒
木
支
部
（
水

本
喜
八
郎
会
長
）、
鳴
瀬
老
人
ク

ラ
ブ
（
岩
村
潔
会
長
）
が
平
成
24

年
度
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活

動
賞
を
受
け
ま
し
た
。

柳
島
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
一
年
間

で
13
人
加
入
者
を
増
や
す
な
ど
、

楽
し
く
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
活
動
を
実
践
し
て
お
り
、
仲
間

づ
く
り
部
門
で
受
賞
し
ま
し
た
。

八
女
市
老
人
ク
ラ
ブ
黒
木
支
部

は
、
健
康
づ
く
り
部
門
で
受
賞
。

年
５
回
い
き
い
き
健
康
教
室
を
開

く
な
ど
ク
ラ
ブ
員
の
健
康
増
進
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
門
で
受
賞
の
鳴
瀬
老
人
ク
ラ

ブ
は
、
稲
刈
り
後
の
水
田
に
か
か

し
を
展
示
す
る
か
か
し
祭
り
を
行

い
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
60
歳
以
上
の

人
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
興
味
が
あ
る
人
、
会
員
に
な

り
た
い
人
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
多

世
代
交
流
館
共
生
の
森
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
賞
で
３
部
門
受
賞

受賞された各老人クラブの皆さんが三田村市長に受賞を報告しました

イ
タ
リ
ア
と
日
本
で
活
躍
す

る
歌
手
と
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

ア
リ
ア
と
重
唱
の
名
曲
を
か
な
で

る
八
女
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
音

楽
祭
２
０
１
２ 

秋
「
ガ
ラ
・
コ

ン
サ
ー
ト
」
感
動
の
情
熱
の
オ
ペ

ラ
が
９
月
29
日
㈯
、
お
り
な
す

八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
八
女
市

出
身
の
牧
野
庸
子
さ
ん
（
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
）、江
口
亮
子
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、竹
下
み
ず
穂
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
も
出
演
し
歌
声
を
披

露
。
広
く
知
ら
れ
た
楽
曲
が
多

く
オ
ペ
ラ
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱

団
の
協
力
に
よ
り
、
同
会
場
内

で
九
州
北
部
豪
雨
災
害
へ
の
義

援
金
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

９
万
６
５
２
８
円
集
ま
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ガラコンサート出演者の皆さん

オ
ペ
ラ
を
身
近
に
感
じ
る
ひ
と
と
き

お札を祀ったほこらの前で神事が行われました
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今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
八
女
市
の

農
業
被
害
額
は
約
１
０
１
億
円
（
８
月
30
日

現
在
）
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
だ
山
間
部
な
ど

で
は
詳
し
い
調
査
に
入
れ
な
い
た
め
今
後
こ

の
額
は
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

八
女
市
で
は
、
離
農
者
や
転
出
者
を
可
能
な

限
り
防
ぐ
た
め
「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
八
女

市
農
業
復
興
推
進
会
議
」
の
発
足
総
会
を
10

月
15
日
㈪
、
関
係
機
関
出
席
の
も
と
市
役
所

２
０
５
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。
会
長
に
三

田
村
市
長
が
就
任
し
、「
農
地
や
農
業
施
設

の
再
生
が
大
き
な
課
題
。
生
産
者
に
と
っ
て
、

再
生
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
が
離
農
す
る

の
か
し
な
い
か
の
判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
生
産
者
に
も
災
害
を
乗
り
越
え

て
農
業
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
意
識
が

必
要
で
、
市
と
し
て
も
国
や
県
と
連
携
し
て

努
力
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
①
被
災
前
以
上
の
農
業
生
産
基

盤
を
確
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
農
村
づ

く
り
を
目
指
す
。
②
被
災
前
以
上
の
高
い
農

業
生
産
性
お
よ
び
強
靭
で
安
定
し
た
経
営
体

を
育
成
す
る
。
③
総
力
で
災
害
に
負
け
な
い

次
世
代
を
見
据
え
た
新
た
な
八
女
農
業
を
構

築
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
柱
に
、
地
区
別

打
ち
合
わ
せ
会
等
の
開
催
、
災
害
に
強
い
施

設
設
備
の
推
進
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
支
援
な
ど
具
体
的
な
対
策
が
盛
り
込
ま
れ

た
復
興
基
本
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、
個
別
農
家

の
被
災
状
況
把
握
と
今
後
の
復
旧
対
応
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
に
全
農
家
５
５
７
５
戸

の
実
態
調
査
を
実
施
し
、
定
期
的
に
相
談
会

を
行
い
、
来
年
２
月
に
運
営
委
員
会
、
事
務

局
会
を
開
催
し
、
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

南
北
朝
時
代
に
征
西
将
軍
懐
良
・
良
成
親
王
に
従

い
補
佐
役
と
し
て
九
州
に
下
向
し
た
五
條
頼
元
候
を

始
祖
と
す
る
五
條
家
に
代
々
伝
わ
る
宝
物
を
公
開
す
る

「
五
條
家
御
旗
祭
」
が
９
月
22
日
㈷
、
黒
木
町
大
淵
の

五
條
氏
邸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
元
住
民
に
よ

る
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
が
主
催
、
年
一
回
宝
物
の
虫
干

し
を
兼
ね
て
行
わ
れ
て
お
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
金
烏
の
御
旗
」
や
「
五
条
家
文
書
」

な
ど
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
五
條
頼
元
候
の
遺
徳
を
し
の
び
、
公
卿

謡
な
ど
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
の
一
般
公
開
で
は
、

詰
め
か
け
て
た
歴
史
愛
好
家
ら
が
熱
心
に
飾
れ
た
宝
物

に
見
入
り
、
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

五
條
頼
元
候
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

金烏の御旗などの宝物前で公卿謡が奉納されました

発足総会のなかであいさつする三田村市長

９
月
20
日
の「
バ
ス
の
日
」に
合
わ
せ
て
、「
福

岡
県
生
活
交
通
確
保
対
策
会
議
」（
副
知
事
お

よ
び
市
町
村
長
で
構
成
）
主
催
に
よ
る
バ
ス

利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
県
内
各
地
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
八
女
市
で
は
９
月
22
日
㈷
、「
あ

か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」
の
会
場
で
三
田
村

市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
堀
川
バ
ス
な
ど
の
関

係
者
と
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
は
、
地
域
の
生
活
を
支
え
る
大

切
な
交
通
手
段
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

次
々
に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の
路
線

バ
ス
は
、
過
去
５
年
間
（
平
成
19
～
23
年
度
）

で
、
合
計
１
７
５
区
間
、
約
４
５
０
㌔
（
福

岡
～
神
戸
間
の
距
離
に
相
当
）
が
廃
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
原
因
は
、
利
用
者
の
減
少
で
す
。

路
線
バ
ス
が
な
く
な
る
と
、
日
々
の
移
動
に

困
る
人
が
い
ま
す
。
月
に
一
度
は
マ
イ
カ
ー
の

利
用
を
控
え
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
路
線
バ
ス
の

存
続
は
可
能
で
す
。
地
域
振
興
の
た
め
に
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
バ
ス
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
つ
り
会
場
で
バ
ス
利
用
促
進
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た

三田村市長も多くの人出でにぎわうあか
りとちゃっぽんぽん会場内でチラシを配
り、バス利用を呼び掛けました

頑
張
ろ
う

八
女

復興に
向けて

新
た
な
八
女
農
業
の
構
築
を
目
指
す

市
内
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
。

農
業
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
活
力
あ
る
農
村
の
復
興
に
向
け
て
、

八
女
市
、Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
、
筑
後
農
林
事
務
所
八
女
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
、
市
農
業
委
員
会
が
連
携
し
効
果
的
に
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
に
10
月
15
日
㈪
、「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
八
女
市
農
業
復
興

推
進
会
議
」
が
発
足
し
ま
し
た
。



いろいろな絵が描かれた提灯が並びました

燈籠人形の一場面

（上）中学生以上であかり
絵グランプリの福島中学校
美術部の作品（右）小学
生以下であかり絵グランプ
リの福島保育所の皆さん

災
害
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て

八
女
の
ま
つ
り
「
あ
か
り
と

ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」
が
９
月
21

日
㈮
か
ら
23
日
㈰
ま
で
八
女
伝

統
工
芸
館
や
そ
の
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
か
ら
の
一
日
も
早
い

復
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
開
催
さ

れ
た
今
回
の
ま
つ
り
。
２
日
目

は
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
期
間

中
例
年
以
上
に
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

八
女
福
島
の
町
並
み
で
は
、

八
女
の
伝
統
工
芸
の
職
人
に
よ

る
実
演
や
線
香
づ
く
り
体
験
、

提
灯
絵
描
き
体
験
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
終
日
の
ス
テ
ー
ジ
に
は

八
女
市
茶
の
く
に
親
善
大
使
の

「Good Com
ing

」
が
登
場
し
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
会
場
に
は
義
援
金
箱
を

設
置
し
、
た
く
さ
ん
の
義
援
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
の
「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」

の
今
年
の
芸
題
は
「
春
景
色
筑

紫
潟
名
島
詣
」。
三
味
線
や
、
鼓

な
ど
の
は
や
し
に
合
わ
せ
た
巧

み
な
人
形
遣
い
や
鮮
や
か
な
衣

装
の
早
変
わ
り
な
ど
の
た
び
に

観
衆
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

あかり絵パレードコンテスト結果
部門 賞名 団体名　「題名」

子ども

グランプリ
（小学生以下） 福島保育所　「八女を支える力」
グランプリ

（中学生以上） 福島中学校美術部　「煌
こ う か

火」

準グランプリ
西中学校美術部　「がんばろう八女」
見崎中学校　「春夏秋冬」
八女学院高校美術部　「明治」

特別賞 福島小学校
創作 優秀賞 八女学院中学校理科部　「フォースと共にあらんことを」

一般
グランプリ やめの杜　「笑顔で元気」

準グランプリ 八女市職労ユース部　「70000人のちからこぶ」

八女市選手団の皆さん

                              （
敬
称
略
）

〈
剣
道
競
技
〉

青
年
男
子
の
部

準
優
勝　
似
吹
史
昭
・
山
科
大
志
・

大
石
剛
・
松
崎
秀
典
・
木
下
靖
之
・

倉
ノ
下
繁
監
督

〈
陸
上
競
技
〉

一
般
女
子
砲
丸
投

優
勝　
星
野
知
子

壮
年
女
子
砲
丸
投

優
勝　
池
上
由
恵

壮
年
男
子
１
０
０
ｍ

５
位　
川
口
博
文

壮
年
男
子
砲
丸
投

５
位　
川
口
博
文

青
年
男
子
１
５
０
０
ｍ

６
位　
田
中
孝
典

〈
弓
道
競
技
〉

一
般
男
子
の
部

４
位　

青
木
俊
一
郎
・
松
崎
保
元
・

藤
木
哲
也
・
酒
井
広
悦
・
永
石
富

重
監
督

青
年
男
子
の
部

６
位　

平
井
英
治
・
荻
野
裕
美
・

松
原
信
幸
・
近
藤
徹
弥
・
松
延
佳

太
監
督

優
勝　
ガ
バ
・
マ
ッ
チ
ョ

準
優
勝　
平
田
球
友
会

ＳＰＯＲＴＳ

第
55
回
福
岡
県
民
体
育

大
会
秋
季
大
会

 

期
日　

９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

 

会
場　

北
九
州
・
京
筑
地
区
会
場

第
２
回
八
女
市
長
旗
ナ
イ

タ
ー
野
球
大
会

 

期
日  

８
月
19
日
㈰
～
９
月
29
日
㈯

 

会
場  

立
山
球
場

優勝した剣道青年女子チームと準優勝した青年男
子チームの皆さん

優勝したガバ・マッチョ
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八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
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昭
和
22
年
、
戦
後
の
新
教
育
制
度
の
も
と

上
妻
小
学
校
に
、
翌
年
三
河
小
学
校
に
中
学

校
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
４
年
後
の
町

村
合
併
を
機
に
両
中
学
校
が
統
合
さ
れ
八
女

郡
福
島
町
立
福
島
南
中
学
校
と
し
て
設
立
、昭

和
32
年
に
現
在
の
校
名
と
な
り
、そ
の
間
、幾

多
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。校
舎
南
側

に
花
宗
川
が
流
れ
、
校
内
に
は
け
や
き
・
せ
ん

だ
ん・桜
並
木
と
多
様
な
木
々
が
繁
茂
す
る
緑

豊
か
な
学
校
で
す
。
現
在
、子
ど
も
た
ち
、
先

生
、
保
護
者
、
地
域
の
人
々
の
協
力
で
、
新
た

な
学
校
文
化
の
創
造
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

★
本
校
の
教
育
目
標

「
確
か
な
学
力
と
礼
儀
を
身
に
つ
け
、自
ら

向
上
し
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成
」

★
目
指
す
生
徒
像

◦
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
た
生
徒

◦
礼
儀
正
し
く
励
ま
し
合
う
生
徒

◦
健
康
で
活
発
な
生
徒

★
南
中
生
徒
会
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

（
生
徒
会
長
　
生
武
佳
純
）

平
成
４
年
、
当
時
の
南
中
生
徒
会
に
よ
る

男
子
の
丸
刈
り
撤
廃
に
向
け
た
運
動
は
、
他

校
の
生
徒
会
活
動
や
校
則
の
見
直
し
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。こ
の
活
動
で
生
ま
れ

た「
自
主
規
制
」と
い
う
考
え
方
は
現
在
も
生

徒
会
活
動
の
大
切
な
基
本
理
念
で
す
。
誰
も

が
居
心
地
の
良
い
学
校
を
つ
く
る
た
め
に
生
徒

会
は
、一年
を
通
し
て
生
徒
集
会
や
各
学
校
行

事
の
企
画
運
営
・
進
行
、
各
専
門
委
員
会
の

活
動
等
、
日
々
の
自
治
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
儀
式
・
生
徒
集
会
な
ど
で
の
「
校

長
先
生
か
ら
の
お
話
」の
内
容
は
、生
徒
会
役

員
か
ら
み
た
生
徒
の
現
状
や
課
題
を
事
前
に

伝
え
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
直
接
、
校
長
室

に
出
向
い
て
依
頼
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
と

の
対
面
式
で
は
、歓
迎
す
る
と
と
も
に一日
も

早
く
一
緒
に
頑
張
る
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
の

で
、南
中
生
の
良
い
点
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
伝
え
て
い
た
だ
き
、
体
育
会
結
団
式
で
は
、

成
功
に
向
け
て
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
ま
と
ま
り
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
前
と
後

の
生
徒
集
会
で
は
、
生
徒
全
員
に
「
自
主
規

制
」を
し
て
夏
休
み
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
の

で
「
生
活
リ
ズ
ム
の
切
り
替
え
に
注
意
し
て
、

勉
強
と
部
活
動
に
精
い
っ
ぱ
い
励
む
」と
い
う

こ
と
と
「
後
期
は
学
校
（
み
ん
な
で
学

ぶ
）
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
南
中
生
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
や
保
護
者
に
支
え
ら
れ
、先
生
方

の
厳
し
く
温
か
い
ご
指
導
の
下
、
生
徒

会
を
中
心
に
、明
る
く
元
気
に
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

●校長　梯 由直佳  ●職員数  27人  ●学級数  7   ●生徒数　212人

八
女
市
馬
場
５
４
０
番
地
（
☎
２
２
・
４
４
０
７
）

南
中
学
校

学
校
訪
問
29

体育会の様子

生徒総会の様子

1
最
初
に
「
火
事
で
す
か
？

救
急
で
す
か
？
」
と
通
信
員

が
た
ず
ね
ま
す
。

2
⑴
火
災
の
場
合

①
「
火
災
で
す
」
と
伝
え
る
。

②
住
所
、
番
地
、
ア
パ
ー
ト

名
な
ど
場
所
を
明
確
に
伝
え

る
。
住
所
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
付
近
の
目
立
つ
建
物
等

を
伝
え
る
。

③
何
が
燃
え
て
い
る
か
を
伝

え
る
。

④
逃
げ
遅
れ
た
人
の
有
無
を

知
ら
せ
る
。

2
⑵
救
急
の
場
合

①
「
救
急
で
す
」
と
伝
え
る
。

②
火
災
の
場
合
同
様
、
場
所

を
伝
え
る
。

③
傷
病
者
の
状
態
（
年
齢
、

性
別
・
意
識
、
呼
吸
の
有
無
・

ど
う
い
う
状
態
な
の
か
）
を

伝
え
る
（
事
故
の
場
合
に
は

車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人

は
い
な
い
か
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
）。

3
通
報
の
最
後
に
は
、
必
ず

通
報
者
の
名
前
と
電
話
番

号
を
通
信
員
が
聞
き
ま
す
の

で
、
電
話
を
切
ら
ず
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
１

１
９
番
通
報
す
る
と
そ
の
場

所
や
電
波
状
態
に
よ
っ
て
、

隣
接
す
る
他
の
消
防
本
部
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
管
轄
消
防
本
部

に
電
話
が
転
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
電
話
を
切
ら
ず
に
通
信

指
令
室
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

７月の九州北部豪雨の際、八女市内では最大
135か所の避難所に6659人の人たちが避難

されました。その際、ほとんどの人が体ひとつの
状態で避難されたようです。川の増水が速かっ
たり、裏山ががけ崩れを起こしたり、理由はさま
ざまだったと思います。急なことで、「わが身だ
けでも」との一心だったのではないでしょうか。
　そこで、今後のために、次のことを準備してお
き、危険を感じたときは、早めに避難しましょう。
①日ごろから非常持ち出し品を準備しましょう。

（例）貴重品、非常食や飲料水、日常生活用品、
着替えなど
②家族で避難所や避難方法、ばらばらになっ
たときの連絡方法など話し合っておきましょう。

（災害用伝言ダイヤルの使用方法など確認して
おきましょう）
③気象情報等に気をつけましょう。
④避難する際は、近所の人を誘って、できる
だけ、複数で避難しましょう。
⑤避難する際は、玄関先等に避難先などを書
き置きしましょう。

（後で、見回りに来た人が分かるように）

2011生徒会長　生武佳純
副会長　櫻井誉也・松尾大輝

正しい119番を覚えよう

11月9日は「119番の日」です。火災から国民の生命財産を迅速かつ確実に守る
ためには、住民からの正確な119番通報が不可欠です。八女地区の119番通報
の受信は、八女市本村の八女消防本部の通信指令室で行っています。昨年の
通報件数は7556件にのぼっています。いつ、どこで通報する場面に遭遇する
か分かりませんので、いざという時のために、119番通報の仕方を確認しましょう。

八女消防本部（☎２４・１１１０）  
わが身は自分自身で
守りましょう。 Ｎｏ.１

防 災

情 報
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ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

幾
種
類
も
の
ギ
タ
ー
が
織
り
な
す

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ド
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
弦
楽
四
重
奏
ｍ
ｉ
ｏ
ｒ
ｉ
カ

ル
テ
ッ
ト
と
の
共
演
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
18
時
30
分
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
料
金
＝
千
円（
当
日
１
２
０
０
円
）

◦
曲
目
＝
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
メ
ド
レ
ー
、
リ

ベ
ル
タ
ン
ゴ
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
・
野
田
耕
作

さ
ん
（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈰
８
時
～

◦
集
合
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

前
※
車
乗
り
合
わ
せ
で
矢
部
村
へ

◦
コ
ー
ス
＝
矢
部
ま
つ
り
会
場
～
八

女
津
媛
神
社
往
復
約
４
㌔

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、一般
百
円（
保

険
料
）※
昼
食
は
各
自
ま
つ
り
会
場
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
鶴
さ

ん（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

お
知

ら
せ

　「
八
幡
大
好
き
　
み
ん
な
大
好
き

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

八
幡
校
区
で
つ
く
る
ま
つ
り
で
す
。

校
区
外
か
ら
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈯
10
時
～
15
時

◦
会
場
＝
八
幡
小
学
校

◦
内
容
＝
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
、
ふ
れ
あ

い
市
場
、
ふ
れ
あ
い
展
示
、
八
幡
小
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
学
習
発
表
、
熱
気

球
体
験（
７
時
30
分
頃
～
９
時
30
分
頃
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　
活
弁
士
・
麻あ

そ
う生

八や

た咫
in
星
野
＆

黒
木
。
公
演
は
約
90
分
、
上
映
作

品
は
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

◦
日
に
ち
＝
11
月
11
日
㈰
①
星
野

会
場
12
時
30
分
～
②
黒
木
会
場
17

時
30
分
※
開
場
は
30
分
前

◦
チ
ケ
ッ
ト
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

皆
様
の
土
橋
市
場
研
究
所
・
伊
藤
さ

ん（
☎
０
９
０・５
９
４
９・８
７
８
６
）

①
星
野
会
場

◦
場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
よ
か
ぜ（
星
野
村
１
０
７
７
５
‐
１
４
）

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
１
５
０
０
円

②
黒
木
会
場

◦
場
所
＝
た
か
っ
ぽ
（
黒
木
町
今
３

６
４
）
※
輝
翔
館
前

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
３
千
円
（
お
か
あ
さ

ん
の
お
い
し
い
八
女
料
理
付
き
）

①
星
野
村
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◦
日
時
＝
11
月
15
日
㈭
16
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
星
野
地
域
活
性

化
施
設
相
談
室

◦
内
容
＝
美
術
作
家
の
指
導
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
、
生
活
の
オ

ブ
ジ
ェ
を
段
ボ
ー
ル
で
制
作

◦
参
加
費
＝
5
０
０
円

②
星
野
村
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈪
19
時
～

◦
場
所
＝
古
陶
星
野
焼
展
示
館

◦
内
容
＝
河
村
典
子 

時
の
響
き
～

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
リ
ュ
ー
ト
の
音

～
、
伴
奏
（
リ
ュ
ー
ト
）
深
町
信
秀

◦
参
加
費
＝
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
の
町
並
み
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
元
田
さ
ん

（
☎
０
９
０・１
１
６
９・３
９
９
３
）

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈰
８
時
30
分

出
発
※
強
雨
時
は
11
月
25
日
㈰

◦
集
合
場
所
＝
Ｊ
Ａ
八
女
北
支
店

（
吉
田
）
※
車
で
ダ
ム
ま
で
移
動

◦
コ
ー
ス
＝
日
向
神
ダ
ム
半
周
（
矢

部
村
）
往
復
８
キ
ロ

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
・
荒
尾
さ

ん
（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

　
岩
戸
山
古
墳
の
築
造
者
で
あ
る

「
筑
紫
君
　
磐
井
」
の
謎
に
せ
ま
る

講
演
会
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と

あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈮
㈷

▽
演
奏
会
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▽
講
演
会
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
資
料
館

◦
定
員
＝
１
０
０
人

◦
演
奏
者
＝
黒
葛
原
康
子
さ
ん

◦
講
師
＝
河
野
一
隆
さ
ん
（
九
州
国

立
博
物
館
文
化
交
流
展
示
室
長
）

◦
内
容
＝
「
磐
井
の
謎
に
迫
る
」

◦
問
い
合
わ
せ
＝
岩
戸
山
歴
史
資

料
館
（
☎
２
２
・
６
１
１
１
）

　
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
14
時
30
分

開
場
～
15
時
開
演

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
（
レ

ス
ト
ラ
ン
）

◦
料
金
＝
２
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
コ
ー
ラ
ス
あ
じ

さ
い
西
村
さ
ん（
☎
５
４・
２
０
６
５
）

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
～
25
日
㈰
、

９
時
～
17
時

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
展
示
内
容
＝
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
着

物
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
手
提
げ
袋
、
小

物
ほ
か
※
来
年
の
干
支
の
ふ
き
ん

作
り
講
習
も
行
い
ま
す

◦
問
い
合
わ
せ
＝
高
塚
さ
し
こ
の
会

岡
田
さ
ん
（
☎
２
２
・
５
３
５
６
）

矢
部
ま
つ
り
ウ
オ
ー
ク

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
ｌｕ
Ｂ

活
弁
が
町
に
や
っ
て
く
る

第
18
回 

八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内
合

奏
団
定
期
演
奏
会

「
筑
紫
君
を
考
え
る
」
講
演
会

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
コ
ン
サ
ー
ト

高
塚
さ
し
こ
の
会
作
品
展

《立花会場・かがやき》
【5】11 月16 日㈮ 13 時 30 分～
15時／運動器の衰えを防ぐ／【最
終】12 月14日㈮ 13 時 30 分～
15 時／口の健康講座

《上陽会場・地域福祉センター》
【4】11 月13 日㈫ 13 時 30 分 ～
15 時／運動器の衰えを防ぐ／【最
終 】12 月11日㈫ 13 時 30 分～
15 時／げんきな脳をつくる食生活

《黒木会場・ふじの里》【5】11月
13日㈫【最終】11月21日㈬
※いずれも13 時～14 時 30 分／
げんきな脳をつくる食生活

《星野会場・そよかぜ》【4】11月
13日㈫ 13 時 30 分～ 15 時／音
楽で心身ともにリフレッシュ【5】
11月20日㈫ 13 時 30 分～15 時
／口の健康講座【最終】11月
27日㈫ 13 時 30 分～ 15 時／げ
んきな脳をつくる食生活

　体操や音楽療法なども取り入
れた介護予防プログラムです。
◦対象＝概ね 65 歳以上の人。
◦申込＝申込不要。自由に参加で
きますが、食生活講座のみ事前
に参加申込が必要です。重複受
講も可。当日は動きやすい服装、
飲み物をご持参ください。
※保健師が「物忘れ」等に関す
る相談にも応じます
◦問い合わせ＝介護長寿課　
高齢者支援係（☎ 23・1308）
◦日程・会場・内容

げんき脳講座

八
女
の
町
並
み
コ
ン
サ
ー
ト
・

ア
ー
ト
リ
ン
ク
事
業

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

お気軽に
参加くだ

さい

空き家を売りたい・貸したい人は、
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝空き家バンク情
報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電
話ください。

空き家情報を募集しています♪
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宮
﨑
久
さ
ん
に
よ
る
か
け
っ
こ
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
走
り
の
基
本
、
楽

し
さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈰
９
時
～
12
時  

◦
場
所
＝
西
中
学
校
運
動
場

◦
参
加
対
象
＝
市
内
小
学
１
～
６

年
生
（
他
ク
ラ
ブ
も
可
）

◦
参
加
費
＝
百
円
※
定
員
70
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
陸

上
ク
ラ
ブ
・
樋
口
さ
ん

（
☎
０
８
０・３
９
４
０・５
２
１
８
）

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈯
20
時
～
毎

月
第
２
土
曜
日

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円（
会
員
無
料
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

◦
日
時
＝
12
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
14

⃝
講
師
＝
森
山
虎
雄
さ
ん
、
森
山

富
子
さ
ん
（
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者
）

⃝
内
容
＝
干
支
（
巳
）、
テ
ー
ブ
ル

セ
ン
タ
ー
各
１
枚

⃝
受
講
料
＝
１
万
５
千
円（
材
料
代
込
）

⃝
定
員
＝
10
人
（
７
人
以
上
で
開

催
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
場
所
・
申
込
＝
八
女
伝
統
工
芸

館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
「
飛
形

山
」
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。
当

日
は
昼
食
に
だ
ん
ご
汁
・
お
に
ぎ

り
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
12
月
９
日
㈰
９
時
30
分
～

⃝
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

⃝
内
容
＝
公
園
内
の
下
草
取
り
、
ご

時
～
16
時

◦
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◦
定
員
＝
先
着
10
人
（
受
付
は
11
月

11
日
㈰
か
ら
）
※
参
加
費
＝
千
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
庭
木
剪
定
の
仕
方
（
松
の
古
葉

落
と
し
）
の
講
習
で
す
。
無
料

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈰
〈
１
回
目
〉

９
時
30
分
～
12
時
〈
２
回
目
〉
13

時
30
分
～
16
時

◦
募
集
＝
11
月
10
日
㈯
か
ら
電
話

で
受
付
、
各
先
着
40
人

◦
会
場
・
申
込
＝
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市
田
主
丸
町
益
生
田
）

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

⃝
日
時
＝
12
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

（
２
日
間
）
10
時
～
17
時

る
・
・
・
と
き
」
講
師
・
福
岡
県
女

性
財
団
館
長　
村
山
由
香
里
さ
ん

※
託
児
（
１
～
６
歳
未
就
学
児
）
は

11
月
９
日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会（
☎
０
９
２・５
８
４・３
９
２
２
）

　
　

　

携
帯
ポ
ー
チ
を
作
り
ま
す
。
手

縫
い
の
優
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。裁
縫
道
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈬
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
参
加
費
＝
千
円
（
材
料
費
込
）

◦
申
込
＝
11
月
９
日
㈮
ま
で
に
鵜

木
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
２
２
３
・

５
８
２
３
）

　

世
界
陸
上
選
手
権
日
本
代
表
の

◦
日
程
＝
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

◦
内
容
＝
【
17
日
】
▽
13
時
～
城

島
龍
神
太
鼓
／
開
会
式
／
記
念
講

演
「
は
つ
ら
つ
ス
ポ
ー
ツ
小
倉
流
」

キ
ャ
ス
タ
ー
小
倉
智
昭
氏
▽
15
時

30
分
～
ね
ん
り
ん
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー【
18
日
】▽
13
時
～
合
唱
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
▽
12
時
30
分
～
民
謡
コ

ン
ク
ー
ル
【
両
日
】
ふ
れ
あ
い
市
場

／
県
豪
雨
災
害
復
興
お
う
え
ん
市

場
／
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
／
シ
ニ
ア
美
術

展
／
地
域
文
化
伝
承
コ
ー
ナ
ー
他

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
ね
ん
り
ん
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
☎
０
９
２・５
８
４・３
３
７
７
）

◦
期
日
＝
11
月
18
日
㈰
、
10
時
30
分

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
資
料
代
）

◦
記
念
講
演
＝
「
女
性
が
起
業
す

県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

緑
化
講
習
会

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

て
が
み
絵
教
室

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

飛
形
山
愛
樹
祭
参
加
者

教
室
・
講
座

第
１
回
小
学
生

か
け
っ
こ
教
室

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

　慢性腎臓病が増えています。
自覚症状が少ないため、知ら

ず知らずのうちに病状が進行してし
まいます。また、生活習慣病やメタ
ボリックシンドロームとの関わりも深
く、誰もがかかる可能性がある病気
です。この機会に腎臓病について正
しい知識を学び、自分自身のカラダ
を見直しましょう。参加費無料
◦日時＝11月 29 日㈭ 14 時 30 分
～ 15 時 30 分（受付 14 時～）
◦場所＝おりなす八女はちひめホール
◦講師＝久留米大学病院腎臓内科
准教授　深水圭さん

『あなたの腎臓は大丈夫？～生活習
慣病健診の重要性～』
　　　◦問い合わせ＝健康推進課
　　　保健指導係（☎ 23・1352）

　乱する空き缶や空きびんを回収
し、清潔で美しい町づくりをめざ

して地区 ( 校区 ) ごとに行います。
◦期日＝ 11 月 18 日㈰※各地区により
集合時間が異なります。詳細は各行政
区長へ問い合わせください。
◦集合場所＝

【旧八女市】福島＝市役所／八幡＝西
公民館／長峰・上妻・三河・川崎・忠見・
岡山＝各行政区

【黒木地区】黒木・豊岡・串毛・木屋・
笠原・大淵＝各行政区【立花地区】光友・
北山・白木・辺春＝各行政区【上陽地区】
＝各行政区【矢部地区】＝矢部まつり
会場【星野】＝各地区集会所
このキャンペーンに参加いただいた人
には、新聞や雑誌等の資源ごみを出す
時に、そのままリサイクルできるエコ紙
ひもを参加賞として配布します。
◦問い合わせ＝
社会環境課 ( ☎ 23・1462)
黒木総合支所 ( ☎ 42・1463)
立花支所 ( ☎ 23・4933)
上陽支所 ( ☎ 54・2218)
矢部支所 ( ☎ 47・3111)
星野支所 ( ☎ 52・3113)

第33回空き缶・空きびん
(散乱ごみ )回収キャンペーン

あなたの腎臓は大丈夫？
市民公開講座

今

散
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詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
＝
①
診
療
放
射
線
技
師
②

理
学
療
法
士
③
臨
床
工
学
士
④
介

護
福
祉
士
（
回
寿
苑
）

◦
受
験
資
格
＝
▽
①
③
昭
和
63
年

４
月
２
日
以
降
生
▽
②
④
昭
和
58

年
４
月
２
日
以
降
生
※
い
ず
れ
も
免

許
有
資
格
者
か
来
春
取
得
見
込
者

◦
一
次
試
験
日
＝
11
月
23
日
㈷

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
総
務
課

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら一

人
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
人

権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰

▽
平
日 

８
時
30
分
～
19
時

▽
土
日 

10
時
～
17
時

◦
相
談
電
話
＝
０
５
７
０・０
７
０・

８
１
０
（
全
国
共
通
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・

４
３
１
１
）

　
事
故
や
疾
病
で
悩
み
を
持
つ
人

（
車
い
す
使
用
障
害
者
等
）
や
家
族

に
対
し
て
当
事
者
（
脊
髄
損
傷
者
）

が
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
（
同
じ
仲
間
を

支
援
す
る
）
の
一
環
と
し
て
、
悩
み

を
聴
き
、
問
題
解
決
の
た
め
に
総

合
的
に
支
援
し
ま
す
。
相
談
無
料

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈰
10
時
30
分

～
15
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

１
階
　
第
２
研
修
室

◦
対
象
＝
車
い
す
使
用
障
害
者
お

よ
び
家
族
等

◦
相
談
内
容
＝
健
康
管
理
、
日
常
生

活
、
福
祉
制
度
、
福
祉
用
具
、
社

会
参
加
、
就
労
等
に
関
す
る
こ
と

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
脊
髄
損
傷
者

連
合
会
筑
後
支
部
・
堤
さ
ん

（
☎
０
９
０・３
６
６
５・２
２
３
８
）

※
10
時
～
20
時
ま
で
。
呼
び
出
し

音
は
長
め
に
鳴
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料
無
料
。

◦
募
集
コ
ー
ス
（
定
員
）
＝
テ
ク
ニ

カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
（
18
）
／

金
属
加
工
科
（
18
）
／
電
気
設
備

科
（
18
）
／
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術

科
（
18
）
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
（
24
）

◦
訓
練
期
間
＝
１
月
８
日
～
６
月
28
日

◦
応
募
期
間
＝
11
月
30
日
㈮
ま
で

◦
試
験
＝
12
月
４
日
㈫
、
13
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
賀
（
☎
０
９
５
２・２
６・９
５
１
６
）

◦
日
時
＝
11
月
７
日
㈬
10
時
～
12

時
お
よ
び
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
県
立
大
牟
田
高
等
技
術

専
門
校

◦
内
容
＝
電
気
設
備
科
・
Ｏ
Ａ
ビ

ジ
ネ
ス
科
・
機
械
技
術
科
・
溶
接

技
術
科
の
実
技
訓
練
見
学
。
体
験

教
室
（
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
製
作
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
、３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
体
験
、

ア
ー
ク
溶
接
体
験
）
な
ど
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

０
９
４
２
・
５
３
・
４
２
４
７

◦
応
募
期
間
＝
平
成
25
年
7
月
末

◦
採
用
決
定
＝
平
成
25
年
9
月
の

下
水
道
展
で
表
彰
し
ま
す
。

　
結
婚
や
出
産
、
定
年
等
に
よ
り

保
育
現
場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士

の
保
育
所
等
へ
の
再
就
職
を
支
援

す
る
研
修
で
す
。
費
用
無
料

◦
期
日
（
内
容
）
＝
▽
12
月
18
日

㈫
午
後（
講
義
）▽
19
日
㈬
午
前（
体

験
実
習
）

◦
場
所
＝
久
留
米
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
Ａ
・
Ｂ
会
議
室
（
久
留

米
市
東
合
川
町
５
丁
目
９
‐
10
）

◦
申
し
込
み
＝
公
益
社
団
法
人
福

岡
県
保
育
協
会
（
☎
０
９
２
・
５

８
２
・
７
９
５
５
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
の
上
、
応

募
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

み
拾
い
、
樹
木
へ
の
肥
料
散
布
な
ど

⃝
募
集
締
切
＝
12
月
３
日
㈪

⃝
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・

の
こ
ぎ
り
な
ど
（
※
持
っ
て
い
る
人

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
）。
作
業
し
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支

所
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

　
矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
皆
様
に

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

親
し
み
や
す
い
愛
称
を
募
集
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◦
応
募
方
法
＝
専
用
の
応
募
用
紙

（
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
八

女
市
役
所
上
下
水
道
局
に
準
備
）

◦
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
川

流
域
下
水
道
推
進
協
議
会
（
筑
後

市
役
所
上
下
水
道
課
）
☎
０
９
４

２
・
６
５
・
７
０
３
７

〈
郵
送
〉
〒833-8601

筑
後
市
山

の
井898

〈
電
子
メ
ー
ル
〉gesui

＠city.chikugo.lg.jp

〈
フ
ァ
ク
ス
〉

矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
愛
称

公
立
八
女
総
合
病
院
職
員

保
育
士
現
場
復
帰
促
進
研
修
会

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス

佐
賀
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

車
い
す
使
用
障
害
者
等
相
談
会

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強

化
週
間（
11
月
12
日
㊊
～
18
日
㊐
）

就
業
支
援

試　

験

大牟田医師会看護専門学校　
看護学生募集

課程 准看護科 看護科
（夜間定時制）

募集人員 ７０人 ５０人
修業年限 ２年 ３年
願書受付 12/3～12/11 11/19～11/27
試 験 日 12/15 ㈯ 12/1 ㈯
※詳しくはホームページをご覧ください。

問い合わせ＝同校（☎ 0944・52・7698）

税を考える週間
11/11 ㈰～ 17 ㈯

▼ 11/20 ㈫ 13：30 ～
サザンクス筑後小ホール

▼11/21日㈬ 13：30 ～
おりなす八女大ホール

年末調整説明会
　八女税務署

　（☎２３・５１９１）

警察では、11 月中に総力を挙げ
て指名手配被疑者の追跡調査を
行います。発見には国民の皆さん
のご協力がぜひとも必要です。「指
名手配被疑者によく似た人を見
かけた」といった情報など、どん
なわずかなことでも結構ですので
警察に通報をお願いします。
◦問い合わせ＝刑事課（22・5110）

八女警察署からのお知らせ

指名手配被疑者の
検挙にご協力を

〈重要指名手配〉
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市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育
館

や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
利

用
し
た
い
人
は
必
ず
利
用
者
の
会（
要

事
前
登
録
）
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
12
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
17
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）
▽

14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、

西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、

南
中
）
▽
15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、

川
崎
小
、見
崎
中
、上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

①
小
学
部
授
業
体
験
会
お
よ
び
幼

／
㈱
バ
ン
ブ
ー
テ
ク
ノ
（
立
花
町
上

辺
春
４
７
６
）
☎
２
４
・
９
０
２
７

　「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、
お
墓
・
納
骨
堂
の
新
設
や
既

存
の
墓
地
・
納
骨
堂
の
廃
止
（
取

り
壊
し
）
ま
た
は
改
築
に
は
市
長
の

許
可
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
福
岡
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に

伴
い
、
八
女
市
で
は
墓
地
・
納
骨
堂

を
新
設
や
廃
止
（
取
り
壊
し
）
等

を
行
う
際
の
要
件
や
規
則
を
定
め

て
い
ま
す
。
墓
地
、
納
骨
堂
の
経
営

の
永
続
性
、
公
共
性
お
よ
び
非
営

利
性
の
確
保
の
た
め
に
、
た
と
え
自

分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
個
人
で
新
し

く
お
墓
を
建
て
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
宗
教
法
人
、

公
益
社
団
法
人
ま
た
は
公
益
財
団

法
人
等
か
ら
の
申
請
に
つ
い
て
も
設

置
に
関
す
る
条
件
等
が
あ
り
ま
す

稚
部
体
験
保
育

◦
対
象
＝
見
え
に
く
さ
で
お
悩
み
の

小
学
生
お
よ
び
２
歳
～
小
学
校
就

学
前
ま
で
の
お
子
様
。

◦
期
間
＝
11
月
26
日
㈪
～
12
月
14

日
㈮
※
受
付
＝
11
月
23
日
㈷
ま
で

②
た
ん
ぽ
ぽ
教
室

◦
対
象
＝
見
え
方
・
目
の
使
い
方
に

心
配
の
あ
る
乳
・
幼
児
と
保
護
者

◦
日
時
＝
12
月
６
日
㈭
14
時
30
分

～
15
時
30
分

①
②
共
通

◦
場
所
＝
県
立
柳
河
特
別
支
援
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
７
３
・
２
２
６
３
）

　
竹
の
伐
採
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
伐
採
し
た
竹
は
チ
ッ
プ
や

粉
に
し
て
、
竹
炭
や
飼
・
肥
料
の

原
料
、
紙
や
高
機
能
樹
脂
の
原
料

な
ど
へ
の
有
効
活
用
が
進
ん
で
い

ま
す
。
伐
採
し
た
竹
の
処
理
に
お

困
り
の
人
や
竹
を
売
り
た
い
人
は
、

次
の
事
業
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
立
花
バ
ン
ブ
ー
株
式
会
社
（
立

花
町
兼
松
７
５
２
‐
１
）
☎
３
７
・

１
６
７
６
／
福
岡
都
市
開
発
㈲
竹

チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
（
筑
後
市
長
浜
１

５
５
‐
１
）
☎
０
１
２
０
・
６
５
・

７
７
２
１
／
大
坪
Ｇ
Ｓ
Ｉ
㈱
（
立

花
町
上
辺
春
５
１
５
０
）【
立
花
工

場
】☎
３
６・０
１
３
９【
山
川
工
場
】

☎
０
９
４
４
・
６
７
・
０
４
４
３

の
で
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境
課
（
☎

２
３
・
１
４
６
２
）
お
よ
び
各
支
所

担
当
課

　
市
の
所
有
し
て
い
る
土
地
・
建
物

を一般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

◦
対
象
土
地
＝
黒
木
町
桑
原
１
９

９
番
２
／
面
積
３
３
０
㎡
／
対
象

建
物
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
／
床
面
積
３
３
９
・
２
３
㎡

◦
現
地
説
明
日
＝
11
月
16
日
㈮
13

時
30
分
か
ら
現
地

◦
入
札
受
付
日
＝
11
月
19
日
㈪
～

11
月
28
日
㈬

◦
開
札
日
＝
11
月
30
日
㈮
13
時
30

分
　
八
女
市
役
所
２
０
３
会
議
室

◦
受
付
・
問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
財

産
管
理
係
（
☎
２
３
・
１
６
３
７
）

※
募
集
説
明
書
を
財
政
課
財
産
管

理
係
で
配
布
し
ま
す
。
八
女
市
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
覚
醒
剤
、
麻
薬
、
大
麻
、
シ
ン

ナ
ー
、
違
法
ド
ラ
ッ
グ
（
い
わ
ゆ
る

脱
法
ド
ラ
ッ
グ
）
等
の
乱
用
は
、
乱

用
者
個
人
の
健
康
を
蝕
む
ば
か
り

で
な
く
、
各
種
犯
罪
の
誘
因
と
な
る

な
ど
周
り
の
人
の
社
会
生
活
に
も
著

し
い
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
特
に
、「
合

法
ド
ラ
ッ
グ
」「
合
法
ハ
ー
ブ
」
等

と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
、
違
法

ド
ラ
ッ
グ
（
い
わ
ゆ
る
脱
法
ド
ラ
ッ

グ
）
は
、
麻
薬
や
覚
醒
剤
と
同
様

の
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
で

す
。
使
用
は
大
変
危
険
で
す
。 

薬

物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認
識
を
高

め
、
薬
物
乱
用
を
絶
対
に
許
さ
な
い

社
会
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
（
総
務
企
画
課
）

☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１

　今回の九州北部豪雨により被害を受けた土地および
償却資産は平成 24 年度の固定資産税の減免の対象と
なる可能性がありますのでご相談ください。※家屋につ
いては罹災証明の被害状況に応じて減免します。
◦問い合わせ＝税務課固定資産税係（☎ 23・1112）
黒木総合支所市民生活福祉課市民税務係（☎ 42・1113）
立花支所市民生活福祉課市民係（☎ 23・4932）
上陽支所市民生活福祉課市民生活福祉係（☎ 54・2218）
矢部支所市民生活福祉課市民生活福祉係（☎ 47・3111）
星野支所市民生活福祉課市民生活福祉係（☎ 52・3113）

固定資産税の減免について

竹
を
買
い
取
り
ま
す

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

お
墓
・
納
骨
堂
の
新
設
や
廃

止
等
に
は
許
可
が
必
要
で
す

10
／
１
～
11
／
30　

県
覚
醒

剤
・
シ
ン
ナ
ー
乱
用
防
止
月
間

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

柳
河
特
別
支
援
学
校

◦対象＝ 65 歳以上のひとり暮らしの人、
65 歳以上の人のみの世帯に属する人、
身体障害者手帳の交付を受け視覚・聴
覚・音声機能もしくは言語機能の障害
の１級、２級、３級の人
◦相談窓口＝民生委員児童委員が自宅
を見守り訪問した際にご相談ください。
要介護支援認定を受けている人は担当
の介護支援専門員に相談ください。各
高齢者相談センター、八女地区障害者
等相談支援センター「リーベル」でも
相談できます。☆八女市ＨＰから、申請
書の様式・救急情報シート（キットの中
に入れておくもの）をダウンロードする
ことができます。
◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援
係（☎２３・１３０８）および各支所高
齢者福祉担当課／高齢者相談センター
／社会福祉協議会本所および各支所／
リーベル☎２２・２６１０

救急医療情報キットの配布の
申請を始めます

薬
物
乱
用
は
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。

高齢者や障害者などの安全・安心を
確保するため、かかりつけ医や持病
などの医療情報や薬剤情報提供書

（写）・診察券（写）・健康保険証（写）、
本人の写真などの情報を専用の容
器に入れ、自宅に保管しておくこと
で万一の救急時に備えます。

救急医療情報キットとは？



広報やめ　2012.11.123

無料法律相談
◦11月15日㈭（11/5 予約開始）、12 月6
　日㈭（11/26 予約開始）13:00～16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦11 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦11 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦11 月 22 日㈭ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 11 月 16 日㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦11月8日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦11月20日㈫９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦11月9日㈮13:00 ～14：00/矢部公民館
11月16日㈮13:00 ～14：00/そよかぜ（星野）
11月20日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦11月2日㈮13:00 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館
行政相談（総務課☎２３・１１１１）
◦11月21日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月7日㈬、21日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月12日㈪13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月19日㈪13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
司法書士相談（社協☎２３・０２９４）
◦11月9日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月16日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎２３・０２９４）
◦11月7日㈬、21日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月14日㈬、28日㈬13:30 ～ 16:00

　／地域福祉センター（上陽）
◦11月7日㈬、21日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月14日㈬、28日㈬9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦11月2日㈮13:00～15:00/商工会議所
税務相談
◦11月12日㈪10:00～15:00/商工会議所
社会保険個別相談
◦11月21日㈬10:00～15:00/商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約☎0942・33・6215
不動産相談
◦11月28日㈬13:00～15:00/商工会議所
経営支援相談会（中小企業診断士による巡回アドバイス）
◦毎週月曜日13:30～16:30/商工会議所
　※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦11月20日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦11月8日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月9日㈮・20日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月20日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦11月22日㈭10:00 ～12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）

◦月～金曜８:30～16:30 ／八女市役所
消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／黒木総合
支所１階第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦11月20日㈫13:00～16:00 ／八女市役
消費生活相談室　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15 ～ 17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンター　ナビダイヤル
※全国共通（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ※予約☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19:00 ～ 20:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎092・477・8160）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
八女市地域包括（本所内）☎23・1203
八女市東部地域包括（黒木総合支所
内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
社会福祉協議会（☎23・0294）／上陽支
所（☎54・3629）／黒木支所（☎42・2131）
／立花支所（☎37・0036）／矢部支所（☎
47・3123）／星野支所（☎52・3165）

火災出火件数   0件 （  30件）
救急出動件数 251件  （2,306件）
救急搬送人数 246人 （2,234人）

人身事故発生件数 37件 （342件）
傷　　者 54人 （450人）
死　　者 0人 （4人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,996 (-39)
男 32,461  (-31)
女 36,535  (-  8)

世帯数 24,174  (+ 1)
　※（　）内は前月比

出生 33 人 転出 139人
転入 129 人 死亡 62人

相談はお気軽にどうぞ

◦国民健康保険税（第 5 期）
◦介護保険料（第 5 期）
◦後期高齢者医療保険料（第 5 期）
◦住宅家賃
◦保育料

▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（10 月1日現在）

▼ 9 月の異動
納期限・口座振替日は11月30日金

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなくさ
れた人は担当課へご連絡ください。

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

11
月
に

納
め
る
も
の



皆さんはじめまし
て。観光振興課山口で
す。これから「八女のよかと
こ」を紹介していきます。よ
ろしくお願いします。皆さ

んお楽しみに！

カエちゃん1歳おめでと
う‼いつもみんなに笑顔
をくれてありがとう♡

さぁちゃん、元気いっ
ぱい笑顔いっぱい素敵
な女の子になってね♡

菜帆ちゃん1歳おめで
とう。元気いっぱい優
しい子に育ってね。

牛島 凛
り ん か

香ちゃん小山 美
み ゆ う

優ちゃん

吉開 裕
ひ ろ な

奈ちゃん

Ｈ23年11月10日生（本）Ｈ23年11月1日生（稲富）

Ｈ23年11月15日生（本村）
原島 菜

な ほ

帆ちゃん

Ｈ23年11月15日生（矢部村）

末継 椛
かえで

ちゃん 中村 紗
さ あ や

彩ちゃん

Ｈ23年11月18日生（兼松） Ｈ23年11月18日生（忠見）

1歳おめでとう☆いつ
も笑顔ありがとう。大
好きだよ♡♡

美優だいすき♡たくさん
幸せをありがとう☆ニコ
ニコ笑顔で育ってネ♪

いつも笑顔なヒロナ。大
きくなっても周りにたくさ
んの笑顔をあたえてね♡

祝♡1歳。ご飯たくさ
ん食べて元気いっぱい
に大きくなぁれ♡

1歳☆おめでとう。外遊び
大好きな息吹君‼いっぱ
い遊んで大きくなぁれ‼

誕生日おめでとう。家
族みんな元気いっぱい
の琉奈が大好きだよ。

癒し系の翔！1歳おめ
でとう！いっぱいの笑
顔で元気に育ってね♡

天使＆小悪魔しおり‼
1歳おめでとう（^ ０^）
3人兄妹仲良くね♪♪

柚葉１歳のお誕生日お
めでとう♡元気いっぱ
いすくすく育ってね‼

お誕生日おめでとう。
元気で優しい子どもに
なってね。

お誕生日おめでとう！
これからも元気で優し
く育ってね♡

池田 翔
かける

ちゃん 牛嶋 思
し お り

音理ちゃん

山口 柚
ゆ ず は

葉ちゃん春口 心
こ こ な

菜ちゃん上村 悠
ゆ う ま

真ちゃん

大石 竜
りゅうせい

聖ちゃん柴田 息
い ぶ き

吹ちゃん田形 琉
る な

奈ちゃん

Ｈ23年11月19日生（大籠） Ｈ23年11月24日生（忠見）

Ｈ23年11月10日生（星野村）Ｈ23年11月1日生（本村）Ｈ23年11月1日生（本）

Ｈ23年11月17日生（高塚）Ｈ23年11月14日生（黒土）Ｈ23年11月11日生（本分）

●八女津媛浮立館　住所／八女市矢部村
北矢部3976　開館時間 ／ 9時～ 15時（地
元管理者に事前申込）　休館日 ／ 月曜　●
問い合わせ　矢部支所総務課まちづくり推
進係（☎47・3111）※地元管理者は行政区
班長のため変更があります。

今
回
紹
介
す
る
の
は
矢
部
村

神か
み
の
い
わ
や

窟
地
区
に
あ
る
八
女
津
媛
浮
立

館
。
八
女
の
名
前
発
祥
の
地
「
八
女

津
媛
神
社
」
に
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て

い
る
伝
統
芸
能
「
八
女
津
媛
神
社
の

浮
立
」
の
歴
史
や
文
化
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
る
展
示
館
で
す
。

八
女
津
媛
神
社
に
奉
納
さ
れ
る

「
浮
立
」
は
神
に
五
穀
豊
穣
、
無
病

息
災
の
御
願
成
就
を
奉
告
す
る
た
め

に
地
元
の
氏
子
で
５
年
に一度
行
わ
れ

て
お
り
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
最

大
規
模
の
祭
り
で
筑
後
地
方
各
地
に

伝
わ
る
風
流
の
集
大
成
さ
れ
た
形
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
浮
立
館
で
は
、

そ
の
浮
立
を
守
って
き
た
村
人
の
今

昔
、
衣
装
、
動
作
を
映
像
と
パ
ネル
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、４
本

の
鳥
居
の
参
道
と
権
現
さ
ん
の
名
前

で
親
し
ま
れ
て
い
る
八
女
津
媛
神
社

を
再
現
し
、
そ
の
歴
史
的
特
色
を
解

説
し
て
い
る
ブ
ース
や
劇
作
家
栗
原一

登
先
生
作
の
「
白
馬
の
媛
」
や
「
八

女
津
媛
神
社
の
浮
立
」
等
が
鑑
賞
で

き
る
シ
ア
タ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

11
月

10
日
㈯
、
11
日
㈰
に
は
八
女

津
媛
神
社
の
境
内
で
紅
葉
の
秋
を
満

喫
で
き
る
「
も
み
じ
ま
つ
り
」
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
八
女
津
媛
神
社
に
お

越
し
の
際
は
、ぜ
ひ
八
女
津
媛
浮
立

館
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
11
月

17
日
㈯
、

18
日
㈰
に
は
、

矢
部
川
源
流
公
園
で
八
女
矢
部
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。矢
部
村
に
代
々

伝
承
さ
れ
て
い
る
文
化
を
広
く
紹
介

す
る
ま
つ
り
で
、

17
日
㈯
に
は
地
元

の
小
中
学
生
に
よ
る
「
浮
立
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

色
鮮
や
か
な
紅
葉
に
包
ま
れ
る
こ

の
秋
に
八
女
津
媛
浮
立
館
を
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

※本ページ右下のサービス券を矢部まつりの
際に本部に持参されると500円分のお食事
券がもらえます。※先着10人（土・日各５人）

茶
の
く
に　
　
　
　
　

◇24

八
女
津
媛
浮
立
館 

受
け
継
が
れ
る
歴
史
と
文
化

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

観
光
振
興
課 

や
ま
ぐ
ち

おたんじょうびおめでとう

今から約600年前の南北朝時
代に南朝の再興を願いなが

ら矢部の地で逝去された後征西
将軍良成親王の命日にあたる10月
8日㈷、御陵墓がある矢部村御側
の大杣公園で大杣公園祭が行わ
れました。良成親王は後村上天
皇の皇子で後醍醐天皇の孫にあ
たり、叔父の懐良親王とともに南
朝再興のため九州各地で戦いまし
たが、35歳ごろ矢部の地で亡くな
られました。この日は地域住民な
ど約250人が参加。公卿唄や浦安
の舞（写真）が奉納され、若くし
て亡くなった親王の霊をなぐさめ
ました。

大
杣
公
園
祭

良
成
親
王
を
し
の
ぶ

▼
広
報
紙
編
集
は

日
々
パ
ソ
コ
ン
と
の
格
闘

で
一
日
終
わ
り
の
目
の
疲
れ
は

相
当
な
も
の
。そ
こ
で
最
近
パ

ソ
コ
ン
用
メ
ガ
ネ
を
購
入
。
侮

る
な
か
れ
目
の
疲
れ
方
が
全

く
違
い
ま
す
。手
放
せ
な
く
な

り
そ
う
で
す
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
矢
部
村
で
80
年
ぶ
り
に

復
活
し
た
神
風
祭
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。自
然
を
相

手
に
生
き
て
い
た
昔
は
、
様
々

な
神
々
を
敬
い
な
が
ら
自
然

の
一
員
と
し
て
謙
虚
に
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
都

合
ば
か
り
を
優
先
す
る
現
代

社
会
が
、遠
い
昔
に
置
き
忘
れ

て
し
ま
っ
た
大
切
な
も
の
を

見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♪♬
矢
部
まつ
り

お
食
事
券

（５
００
円分
）

茶のくに サ
ービス券

♪♩♬♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩
♬♩♬　♪♪♬♩

♪♩♬　♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩

ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　13：00 ～15：00 生放送！
※20:30～22:10ごろまで毎日再放送しています。

満１歳のお子さまの写
真を募集しています。
名前・生年月日・住所・
簡単なコメント（30字
以内）を添えて、誕生
日前月の7日までに直接
お持ちいただくか、郵
送でお申し込みくださ
い。応募多数の場合は
先着順となります。
◦申し込み＝市長公室
秘書広報係（☎23・
1110）


